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一
恵
比
重
塁
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今
年
は
国
馬
車
だ
が
、
政
府
れ
た
人
々
は
地
球
の
ど
こ
か
に
飢
え
ま
た
差
失
測
で
失
明
す
る
子
供
も
…
…
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一
対
衡
が
大
幅
に
遅
れ
、
い
ま
一
歩
盛
て
い
る
子
供
が
い
る
℃
と
を
日
頃
忘

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
は
年
間
五
万
一
一
一

H
ヨ
ガ
教
室
八
日
出
身
婦
人
連
想
〉
ず
ぺ

一
り
ょ
が
幻
が
足
的
J

な
い
。
そ
の
な
か
れ
て
い
る
・
乙
の
写
真
展
で
そ
れ
ら
人
も
い
る
。
定
桑
署
」
は
乙
う
た
し
一
一
一
ー
す
J
O
R
A

一
で
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
(
国
際
児
童
の
意
識
を
呼
び
出
し
た
い
」
現
実
を
何
十
枚
も
の
写
真
で
鱈
D
か
一
ニ

【
幻
自
〕

8
時
H
黒
川
俊
雄
者

一
基
金
)
と
毎
日
新
聞
は
、
わ
が
国
の
と
倍

っ

て

い

た

。

け

て
る
が
、
と
く
に
日
本
で
は
絶
…
…
一
亘
書
苦
労
働
運
動
」
に
つ
い
て

国
際
児
窟
年
の
幕
開
け
h
r
b
い
え
ゐ
こ
の
写
真
展
は
箔
展
途
上
国
の
飢
滅
し
た
天
然
と
う
に
か
か
っ
た
幼
児

一一
一
八
回
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懸
・
臓
場
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題
分
一
雲
〉

渋

算
案
展
『
子
供
と
は
な
に
か
』
え
た
子
供
・
・
骨
長
」
選
管
警
の
宮
、
お
も
わ
ず
怠
を
の
む
ほ
ど
一
一
一
番
議
盤
面

を
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
東
京
・
幼
児
、
一
杯
の
無
糾
の
カ
ユ
を
求
め
残
酷
だ
。
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で
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二
重
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日
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月
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毎
望
曜
日
午
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守
口
問
U

世
界
「
子
供
と
は
な
に
か
」

u
t
M
F…
一
引
時
十
鮎
十
賊
M
H
U
m
-

で

公

務
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斉

点

写

真

展

は

持

て

る

カ

で

、

一

一

一

沼

田

真

千

葉

大

襲

、

加

藤

賛

美

の
作
品
か
ら
九
十
四
カ
国
、
二
百
三
え
た
・
・
:
:
戦
争
で
傷
つ
い
た
子
供
:
モ
の
平
供
に
対
し
て
援
助
し
な
け
れ
一
一
一
学
入
鼠
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
が
、
多
氾

+
八
人
の
写
真
家
の
五
百
余
点
を
滋
:
な
ど
生
き
る
こ
と
さ
え
困
難
な
子
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い
た

一
ニ
な
自
然
保
慢
の
現
状
ゃ
あ
り
方
に
つ
い

び
、
そ
れ
ら
を
三
十
七
部
門
仁
か
け
供
を
一
方
的
に
紹
介
す
為
だ
げ
で
な
世
界
写
真
展
は
銀
座
・
松
屋
の
あ
一
ニ
て
、
わ
か
D
や
す
く
癒
す
@
会
賞
各
締

て
展
示
し
た
@

〈

、
こ
の
暗
い
部
分
と
対
照
的
な
文
と
熊
本
、
沖
縄
、
仙
台
、
札
幌
の
デ
一
一
一
座
五
百
円
。
悶
い
舎
の
せ
て
は
同
自
然

乙
の
写
真
展
の

た
め
に
来
日
し
明
社
会
の
着
飾
っ
た
子
供
、
物
質
に
パ
l
ト
で
紹
介
さ
れ
、
八
月
一
日
か
一
一
一
教
育
闘
(
昭
和
一
七
一
主

O
へ。

た
、
ヵ
l
ル
博
士
は
、
写
真
展
に
つ
恵
ま
れ
た
環
境
を
同
時
ぜ
に
展
示
す
る
ら
三
十
一
日
ま
で
子
供
博
で
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さ
一
一
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に
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「
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間
皇
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写
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、
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供
の
の
立
場
を
訴
え
て
い
る
。
写
が
刀
打
引
引
ハ
グ
マ
一
一
一

実
樋
が
い
か
に
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
発
展
途
上
国
で
は
五
歳
以
下
の
死
ン
「
や
っ
と
食
物
に
」
(
ザ
イ
l
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D
で
す
。
思
ま
亡
率
が
二
五
1
=
一

O
Mと
高
率
だ
.

ル

)

一

一

=ご購慨料=

本紙は女性による平和

と平等を剣道します
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⑤現金・切手・鍋.
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1年 3.000円
(郷浴料とも}

電話

国民金融公庫の進学ローン・雇用促進事業

団の財形進学融資もお取り扱L、しておりまt

|富士の教育ローン|
くわしくはお近くのく富士〉のローンの窓口へ。

皆伽④ー雪置董茎量ヨ・

-返済方法=毎月元利均等返済(ポーナス時

の増額返済もご利用いただけます)。

お申し込みは、お早めに

お申し込みに比①印鑑証帆②源泉徴収票

または住民税課税証明書、③住民票が必要

ですユなお、お申し込みカもご融資の実行まで

日数を要することもありますので、お早めに。

{月4回発行 5日・ 10日・ 20日・ 30日)

野
党
は
グ
平
等
法
グ
で
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大入りの会場

現
場
の
実
状
知
る

と

ー~

参
加
し
た
政
党
代
表
は
、
社
会
党
問
問
・
民
社
党
政
策
審
議
会
の
安
立
裕
志
氏
は

人
局
長
の
渡
辺
道
子
氏
、
公
開
党
婦
人
一
会
場
に
見
え
な
か
っ
た
。

局
の
中
山
し
ん
子
氏
、
共
産
党
中
央
委
一
と
の
白
、
狭
い
会
場
は
百
人
近
い
女

員
会
婦
人
部
副
部
長
の
小
泉
初
恵
氏
。
一
山
慌
が
集
ま

D
、目立
っ
て
傍
聴
す
る
人
も

ほ
か
に
新
自
由
タ
ラ
プ
の
大
中
盤
夫
政
一
い
た
ほ
P
モ
、
女
性
の
労
働
権
確
立
の
-

一

一

ず

こ
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労
忍
器
研
究
会
の
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仁
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萌
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が
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に
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一
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役

割

分
業
宇
詑
判
し
、
新
し
く
「
男
一
〈
反
対
の
態
広
を
表
明
し

『
労
基
法
の

政
党
の
た
め
に
専
門
担
当
貨
が
お
り
ま
一
究
会
か
ら
「
男
女
雇
用
平
等
滋
」
と
「
f
一

一

一

ヲ
一
女
雇
用
平
等
法
」
の
立
法
化
を
勧
め
て
一
報
告
は
、
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す
る
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で
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を

述

べ

た

一

基

接

改

訂

案

」

が

猪
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、
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。
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「
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鶏
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渡
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道
子
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猫

額

ね

繍

十

議

会
に
通
れ
ば
、
在
が
ま
す
ま
す

一

5で
な
く
、
日
本
人
労
働
者
そ
の
も

m

j

〈

『

別

、

一

-
7
3立
円

以

一
働
け
な
く
な
る
危
険
性
も
あ
る
。

一
の
が
厳

し

い

話

番

下

に

撃

を

d-m
削
吋
ゴ

E
B酬い
S
Il
l
s
h
雌
一
政
党
側
は
ま
ず
、

労
基
窪
研
究
会
の
一
う
弁
じ
て
い
る
。
生
存
の
一
権
利
、
男
女

J

創
何
V

九

九

‘

E
E

、a園田
"L・E
・
E
・
-

E

d

一

一

一
じ
れ
い
3
2
A
圃
'
也
闘
拡
圃
圃
園
芸
一
報
告
宅
、
と
〈
に
注
目
さ
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感
じ
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。
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訓
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員
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U
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零
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述
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一
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・

・

・
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・
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E
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一
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望
が
あ
る
の
な
ら
隠
は
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だ
が
、
一
あ
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し
、
な
〈
さ
な
く
て
は
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け
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一
ま
た
社
民
連
・
安
藤
仁
衛
氏
は
自
ら

お

F
E
E
圃
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・
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一
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妻
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乙
れ
毛
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社
会

一
六
会
事
出
版
社
社
長

-Eて
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応

』

圃

ZEm----------一回問
T
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一
い
。
改
正
案
は
、
断
固
反
対
の
考
え
で
了
霊
・
公
明
党
と
も
に
母
子
家
庭
の
一
「
男
女
平
等
の
労
働
条
件
は
必
要
で
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労
働
豪
雪
目
指
し
た
雇
用
促
進
一
手
、
中
小
企
業
の
雲
、
妊
患
ど

!
l
i
l
-
-
i
l
l
i
b
-
-
一
年
後
、
二
十
謀
議
さ
ん
が
え
、
自
分
の
後
半
の
人
生
を
毎
日
考
政
務
聖
書
窓
会
の
紅
一
点
で
川
一
法
案
」
が
、
平
面
積
来
=
一
室
一
で
査
に
休
ま
れ
た
ら
、
益
力
が
な

川
舟
立
民
主
総
桃
川
…
一

ww
一橋一家
γ

。曹三沼郵便物認可〉

入学金・授業料を無担保でご融資

・資格=高校、高専、専修学校、短大、大学、

大学院などに入学または在学する学生の保

護者で、満20歳-65歳、年収150万円以上

など所定の条件を満たしている方。

・使いみち=入学金、授業料。

・担保・保証人=不要(信用保証サービスの

保証をご利用いただきます)。

最高300万円まで

・融資金額=10万円以上300万円以内

(l万円単位)。ただし年収や他の借入金など

により融資額が制限されることがありますL

・利率=年7.68%。ほかに保証料年0.72%。

・融資期間=5年以内(l年単位}。

「
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
」
で
は
、

発
足
し
て
か
ら
の
こ
の
四
年
間
、
女
性
解
放
を
目
事
レ
て
、
男
女
役
割
分

業
の
見
直
し
を
こ
と
あ
る
と
と
に
訴
え
て
き
た
。
と
い
う
の
も
y
女
性
が

自
立
す
る
た
め
に
必
艇
な
職
業
は
乙
の
桜
強
い
男
女
役
割
分
業
意
織
の
た

め
に
、
就
臓
か
ら
定
年
卓
会
じ
突
に
多
く
の
差
別
掌
女
性
に
腺
し
て
き
で
い

る
か
ら
だ
@

と
こ
ろ
が
国
際
婦
人
年
か
ら
四
年
目
。
「
婦
人
の
十
年
」
も
や
が

τ前

半
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
乙
の
役
割
分
業
の
見
直
し
は
個
人
、
家

庭
に
も
、
し
だ
い
に
浸
透
し
て
き
た
も
の
の
、
残
念
な
こ
と
に
わ
が
国
で

は
女
性
の
た
め
の
新
し
い
施
策
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
い
串
お
~
に
女
性

は
労
働
団
憎
が
世
帯
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
行
動
を
超
ζ
す
女
た
ち
の
会
で
は
、
昨
年
士
一
月
土
ハ目
、

東
中
野
地
域
セ
ン
タ
ー
(
東
京
中
野
区
〉
に
各
党
の
政
策
委
員
や
婦
人
局

長
を
招
い
て
、
『
各
政
党
に
聞
く
l
女
性
が
働
〈
た
め
の
政
策
は
』
を
テ

ー
マ
に
聞
く
会
を
開
催
し
た
。

行
動
す
る
女
の
会
で
は
、
乙
の
自
に
先
が
け
て
、
作
年
十
月
に
前
も
っ

て
、
各
政
党
に
①
採
用
の
男
事
前
②
中
高
年
女
性
の
就
職
難
③
男
女
賃

金
格
差
④
男
女
の
職
種
格
差
⑤
昇
進
⑥
人
員
墜
理
で
卓
子
切
ら
れ
る
女
性

⑦
母
性
保
穫
の
充
実
③
保
育
施
設
⑨
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
、
労
働
省

少
年
局
、
婦
人
少
年
室
、
労
働
基
滋
監
督
署
、
職
業
安
定
所
な
ど
の
機
構

・
機
飽
の
見
隠
し
:
:
:
の
問
題
を
あ
げ
て
、
各
政
党
の
対
策
を
+
f
定
す
と

主
に
、
女
性
の
労
働
権
確
立
の
た
め
に
男
窪
の
改
正
や
、
法
律
し
を
新

し
〈
施
行
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど

D
か
な
ど
を
変
容
に
し
て
質
問
し
て
い

る。

「ぺ，
u
J

官
官
肯
「
サ
ヨ
才
フ
」

一一
M
間
一
ニ

ダ
ケ
が
人
世
ダ
1
時
折
h
u

-
p
院
f
E
口
を
つ
い
て
出
る
乙
の
言

-4u-
索
、
は
て
何
時
ど
ζ
で
頭

-
j
l
J
-
の
底
に
こ
ひ
り
つ
い
た
も

一
同
調
明
-
の
か
と
、
気
に
か
か
っ
て

f
ト
1
、

い
た
。
そ
れ
が
、
大
方
は

先
刻
宮
本
知
の
乙
と
な
の
だ
ろ
う
が
、

井
伏
鱒
二
さ
ん
が
、
平
成
陵
の
「
勧

酒
」
と
い
う
簡
を
井
伏
翻
に
H
m
酬
釈
a

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
を
最
近
発
見

し
て
胸
の
つ
か
え
が
お
り
た
。
元
の
跨

は
「
勧
君
金
屈
后
綱
酌
不
一
家
昨
花

発
多
一風
雨
人
世
足
別
雌
」
.

井
伏
さ
ん
の
手
に
か
か
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
コ
ノ
サ
カ
ツ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ

ド
ワ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
テ
オ
ク
レ

ハ
ナ
ニ
ア
ク
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ

「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
ダ
ケ
ガ
人
性
ダ

積
年
と
い
え
ば
大
げ
さ
だ
が
、
疑
問
の

一
つ
が
氷
解
し
た
.
そ
れ
も
ζ
の
ピ
タ

リ
と
決
ま
っ
た
，
井
伏
節
Ma

が
そ
れ
だ

っ
た
の
か
と
績
レ
く
て
、
ベ
シ
を
取
っ

て
・
き
写
し
て
み
た
。

世
肯
肯

-
E
扇
時
代
の
今
は
、
そ
ん
な

と
と
は
し
な
い
が
、
普
の
人
だ
っ
た
ら

と
ん
な
時
は
親
し
い
友
人
に
手
紙
を
禽

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
.
手
紙
と
い
う

も
の
の
効
用
は
必
裂
な
こ
と
を
知
ら
せ

る
だ
げ
で
な
く
、
心
に
滋
れ
る
も
の
を

交
字
に
園
田
り
つ
つ
反
趨
(
す
う
)
し

発
展
さ
せ
る
と
乙
ろ
に
も
あ
る
と
思

う
。
そ
ん
な
手
紙

9
5ら
っ
た
ら
、
-
冒

い
た
人
酔
普
り
に
感
ず
る
よ
う
に
、
題

抗
日
一
返
え
し
た
い
気
持
に
な
人

5
・
文
字

は
不
思
鰻
な
力
を
持
っ
て
い
る
・
時
空

を
時
間
え
て
心
を
結
ぶ
。

近
年
文
字
越
え

を
腕
ん
だ
り
す
る
機
会
は
ほ
ん
と
に
少

な
〈
な
っ
た
。
篭
憾
で
用
を
済
事
レ
テ

ι』室
時
を
演
す
・
腕
む
こ
と
は
翠

家
主
て
暴
斐
〆
な
が
す
e

襲

は
、
対
象
孝
セ
の
申
に
狸
没
せ
し
め
、

考
忍
也
開
閉
も
な
く
巡
れ
去
っ
て
ゆ
く
・

官
宵
官
乙
と
し
は
怨
肢
と
銘
判
の
天

授
に
声
ち
さ
れ
た
年
賀
郵
宮
九
っ
た
が

何
も
そ
れ
は
賀
状
の
界
で
は
な
い
.
虚

礼
と
見
る
人
は
、
そ
れ
で
い
い
だ
ろ

う
・
年
に
一
度
、
た
と
え
宛
名
を
書
く

だ
け
に
し
て
も
、
そ
の
人
に
思
い
を
い

た
す
と
と
は
一
つ
の
連
帯
で
あ
る
・
ま

あ
、
主
民
ば
一
歩
進
め
て
、
息
吹
き

の
感

fzれ
る
レ
全
ノ
な
一
言
を
鍍
る
に

魅
し
た
こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
吃
し

い
時
節
で
あ
る
。
ム
リ
は
い
う
ま
い
。

『
一
白
一
枚
の
葉
書
を
出
そ
う
』
と
い

う
提
言
を
新
聞
の
投
轡
舗
で
み
た
・
用

事
な
ど
な
く
て
も
い
い
。
い
や
ヤ
レ
ろ

無
い
方
が
い
い
。
折
々
の
心
の
動
き
を

伝
え
る
こ
と
が
い
い
の
だ
と
い
う
魅
旨

だ
っ
た
。
面
白
い
発
想
だ
と
思
っ
た
・

時
に
傑
心
打
た
れ
た
際
文
を
業
・
に
写

し
て
送
る
だ
げ
で
も
い
い
と
思
う
。
常

時
、
年
賀
状
を
.
く
よ
う
な
も
の
だ
。

も
っ
台
V
旬
、
か
く
い
う
私
も
い
つ
も
葉

書
を
用
通
思
し
て
は
い
な
い
。
若
い
項
は

切
ら
し
た
乙
と
が
な
か
っ
た
の
だ
が
。

{昭和40年7月30日苑行)会 周・婦人新聞

入学資金、もう準備で、きましたた

中
島
法

い
て
八
期
間
慰
、
マ
ス
コ
ミ
、
日
常
生
'
女
た
ち
の
会
〉
労
働
分
斜
会

活
、
合
同
分
斜
会
〉
斜
学
会
館
一

F
喫
一
線
事
務
所

茶

室

一

【

幻

臼

】

2
時
1
4
時
H
婦
人
民
主

【
初
日
】

8
時
鈎
分
か
ら

H
〈
国

一
ク
ラ
プ
歴
史
鰐
座
「
女
子
教
育
と
婦
人

際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
に
行
動
を
起
す
一
雑
総
l
良
委
貰
偲
と
主
婦
の
系
鰭
」

べ(間ま木し那

:ipiE1325i!?;; 
欽 二十 i、( の閑と「利;: lRl 
長雪之官?房設震51fijZj; 
下 o n'各 をこ近をー"

主名 義主主 義毛毛千Tiiせ"
父 考会葬 tて宇多ぞ.-

で
醐
加
須
温
泉
行
乗
車
。
新
屋
停
留
助
川

で
下
車
。
こ
と
か
ら
徒
歩
五
分
で

「
ピ
フ
」
到
着
・

申
込
先

0
=了
三
回
三
i
一
八

四
六
側
全
国
婦
人
新
聞
社
本
社

料
金
一
人
松
二
、

0
0
0円、

竹
一
、
五
円

δ
円
、
梅
一
、

onδ

円
(
繋
泊
)
徒
歩
で
五
分
位
の
と
こ

ろ
に
、
食
蛍
多
数
あ
D
.

風
呂
岩
風
呂
、
三
人
同
時
入
浴

可
能
。底

六

o
o
d、
底
の
真
中
を
小

川
が
流
れ
て
い
ま
す
・
「
ピ
ラ
」
の

名
称
。
側
全
国
婦
人
新
開
社
「
那
須

在
」
。
篭
鱈
設
備
あ
h
u
e

〈土園田〉昭和54隼工用.20目〈コ.)
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技能

〈土咽目〉
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昭和54隼ユ月20日

モノ

国婦人新聞~ (筋三.'"便物甥可〉第 553号

-元
自
害
白
「
冊
人
H
J
I
ダ
l
円
埠

自
由坦
負
」
に
掲植
田
ヰ
定
で
し
た

が、

車
恒
駒
田
理
れで

1e腫
れ

て
白揖
車
止
走
D$ザ
レ
t
.

第 553号〈筋三11.便陶11/可}安帯 F、来斤 ms

一グ
明
日

の
希
望
が
f

寡
婦
な
ど
を
優
先
的
に

J¥ 

lIIEEI 
~ ... 
園田園・・・..__.:-.. 

~・1

...，・・H

固-， 酒圃・4・・

1111 

aR 
風室融制スピ

，
.4一サアリテJ

叶

缶
詰
の
良
さ
を
広
く
理
解

社
団
法
人
日
本
債
務
協
会
(
本
部
日
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
ニ

l
四

l
一
九
ピ
ル
)
で
は
、
缶
詰
を

も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
と
う
、
そ
し
て
さ
ら
に

一
層
の
ご
愛
顧
を
と
い
う
と
と
で
、
関
西
の
消
費
者

団
体
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
大
阪
市
消
費
生
活
合
理
化
協
会
(
宮
地
栄
子
会
長
。
六
団
体
で
結
成
さ
れ
会
員
四

十
五
万
名
)
と
の
桔
缶
の
懇
談
会
を
十
二
万
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
五
十
分
に
北
区
中
ノ
島
中
央
公
会

堂
三
階
小
会
犠
室
に
合
理
化
協
会
の
幹
部
の
方
々
百
五
十
名
を
招
い
て
開
催
し
た
。
(
社
)
缶
詰
協
会
側
か

ら
は
隅
野
勇
専
務
理
事
を
始
め
、
日
本
加
工
食
品
卸
協
会
の
松
下
副
会
長
や
同
協
会
の
北
田
専
務
理
事
、

社
団
法
人
日
本
缶
詰
協
会
平
野
常
務
理
事
、
日
本
水
産
協
会
の
山
崎
専
務
理
事
、
検
査
協
会
の
中
国
常
務

理
事
、
近
織
缶
世
間
製
造
協
験
会
藤
田
社
長
さ
ん
ら
各
代
表
が
出
席
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
阪
市
消
費
生
活
合

理
伯
協
会
か
ら
は
宮
地
栄
子
会
長
を
は
じ
め
神
戸
敏
子
副
会
長
、

中
川
久
子
、
山
国
松
子
両
常
任
理
事
、

清
水
常
任
理
事
、
制
問
和
型
事
、
黒
瀬
理
事
、
小
林
理
事
、

山
経
理
事
と
大
勢
出
席
し

、
す
べ
て
の
幹
部
総

出
席
の
盛
泊
の
内
に
開
会
と
な
っ
た
。

$
子
園
間
世
品
描
合
向
社
l
松
下
酷

木
(
揖
)
本
社
画
品
調
〈
式
阪
市
東
区

高
商
圏
)
白
松
下
摘
桔
盟
長
田
司
会
で

は
じ
ま
っ
た
.

私
は
松
下
時
木
(
酷
V

白
川
玲
卜
で
E

ざ
い
$
s
g
s
本
目
白
地
打
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
白
で
よ
る
し
く
お
闘
い
い

た
し
$
$
9
.
本
日
は
世
喧
L
つ
い
玉
、

E
さ
い
$
S
3
.
非
常
に
う
ま
味
も
あ
れ
ν

ま
7
H
耽
削
か
ら
ズ
ッ
と
つ
づ
い
て

お
り
事
予
刑
、
し
か
し
戦
前
の
も
由
、

眠
争
中
由
も
由
、
国
在
自
も
り
と
随
分

置
-
和
し
て
す
辛

d.そう
い
う
意
味

で
本
自
は
貴
固
な
時
胡
を
回
聴
い
た
し

し
手
レ
て
面
砧
に
つ
い
て
特
に
田
〈
考

λ
て
い
た
だ
き
、
出
来
れ
ば
皆
さ
ん
方

に有
効
に
姫
高
的
に
E
剖
用
聞
え
た
ら

と
い
う
己
と
壱
あ
D
$
$
9
.
世
壱
t
k
圃

-mし
て
担
り
ま
す
世
間
も
枕
し
て
特
別

な
骨
簡
を
持
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
は
あ

D
ま
ザ
ん
.
持
辛
ん
白
孟
〈
に
あ
る
缶

品
で
あ
仇
孟
S
3
.
と
〈
と
研
究
し
て

伝
統
の
あ
る
食
料
品

t 

全国

私
は
只
今
E
相
介
に
伯
h
u
芋
レ
晶
r吉

本
軒
酷
協
会
白
隅
蹄
官
吾
ざ
い
$
S
3
.

本
日
は
己
白
砲
し
を
い
た
し
$
苦
に
つ

き
宇
レ
て
は
、
大
融
市
梢
貸
住
箔
合
出

品
協
禽
L
大
置
。
厄
介
に
な
D
芋
レ

て
、
ま
た
近
世
長
政
品
白
方
に
も
色
々

〈土個目〉昭和54隼ユ月20日(3) 

普星
会缶

隅
野
専
務
理
事
あ
い
さ
ク

と
配
慮
に
損
h
y
芋
レ
て
、
大
体
百
五
十
一
も
、
今
日
は
た
〈
さ
ん
缶
詰
を
持
っ
て

名
目
方
を
C
軍
内
い
士
し
芋
υ
たと
ζ

一
ま
い
り
宇
レ
て
あ
h
J
草
2

も
の
で
す
か

ろ
が
、
か
く
十
人
明
白
方
が
定
割
前
に
大
一
ら
、
と
Z
宝
つ
中
を
曲
め
ず
鬼
て
い

置
位
し
い
白
に
も
か
か
わ
b
ず
巴
出
席
一
た
だ
き
宇
レ
て
白
々
の
巴
盟
且
を
お
問

い
た
だ
さ
ま
し
た
己
と
を
惇
〈
お
礼
用
一
い
出
来
れ
ば
準
い
だ
と
担
う
わ
け
で
と

し
上
立
予
.
只
今
司
会
者
恒
松
ド
さ
一
君
主
子
.
長
ノ
主
白
盟
暗
に
お
さ

ん
か
t
E
あ
い
さ
つ
き
ざ
い
t
E
レ
て
六
位
お
忙
し
い
で
し
ょ
一
フ
け
れ

た
よ
う
に
軒
町
と
い
え
ば
非
常
に
出
い
一PE、

一
円
〕
世
睡
ま
で
比
て
い
た
だ
き

食
品
で
E
ざ
い
$
$
9
.
日
本
に
正
れ
ま
一
手
じ
て
、
み
な
さ
ま
方
、
き
た
ん
の
な

し
て
品
ら
す
で
に
百
七
ヰ
も
た
っ
て
い
一
い
E
意
見
を
品
川
い
出
来
れ
ば
大
聖
守

る
わ
り
で
巴
ざ
い
$
S
9
.
一
わ
せ
走
と
思
い
ま
す
し
、
よ

Pν
〈お

し
た
が
っ
て
皆
さ
ま
は
缶
世
ぞ
方
三
闘
い
申
ト
市
げ
ま
す
。
ど
A
4
あ
り
が
と

の
担
直
に
詣
っ
て
お
り
芋
レ
て
、
十
骨
一A
J
E
ざ
い
ま
す
.

巴
押
開
だ
ろ
う
と
は
且
い
虫
干
砂
れ
ど
一

色
々
な
巴
嵩
且
を
一
聞
き
た
い
と
い
う
と

と
古
今
日
E
E
で
世
酷
刷
会
白
方
が
色

々
と
世
定
吾
L
て
い
落
事
芋
長
。

そ
し
て
私
た
ち
百
E
L
1
名
が
書
加
さ
ぜ

て
い
た
ぜ
き
事
レ
た
.
今
日
こ
こ
に
い

ら
っ
し
守
っ
た
方
々
は
、
同
陪
に
対
し

て
色
ん
な
知
闘
も
お
持
ち
世
と
且
い
ま宮地提子告畏

年々増える利用度
保存性に優れ た特長もク

素材品として重宝視

強
く
明
る
い
未
亡
人

杭
慣
れ
に
車
ま
れ
芋
ν
て
、
私
た
ち
の

こ
六
凪
白
母
と
子
の
共
励
金
と
申
し
ま

す
げ
れ
P
E
、
己
れ
は
い
わ
ゆ
る
陸
軍

A

奈
さ
ざ
い
ま
す
.
世
家
さ
ん
ほ
か
p

白A
事
』
E
ざ
い
ま
す
白
で
以
前
は
未
亡

人
と
い
っ
て
お
り
手
レ
た
が
、
盟
逗
は

ハ
イ
・
カ
ラ
に
な
っ
た
白
か
P
R
J
な
っ
た

か
は
却
。
ま
ザ
ん
げ
れ
P
E
、
母
と
子

J¥  

会
員
数
は
一

一千
人
を
突
破

t
f
き
詐
し
て
あ
h
J
が
長
フ
色
一
さ
い
ま
一
と
己
ろ
を
多
砂
お
岨
P
い
た
だ
き
ま
し

ず
.
A
R
回
章
。
に
は
何
か
と
お
佐
し
い
一
て
あ
り
が
と
う
E
さ
い
ま
す
.
今
日
は

東
証
百
区
田
と
子
四
持
励
金
〈
日
高

県
平
会
長
)
由
昭
和
五
十
一
一
一
年
輯
告
は

十
-
月
十
九
ハ
目
(
土
)
午
世
-
時
か
b

官
民
住
面
区
民
ホ
ー
ル
で
開
園
さ
れ
、
定

開
れ
た
.
本
目
白
揮
二
割
白
司
会
を
い

た
じ
s
安
石
原
で
す
.
そ
れ
で
は
只
今

ま
ず
白
金
自
己
あ
い
さ
つ
を
閉
面
副

会
蝿
よ
仇
J
お
闘
い
た
し
ま
す
.
と
前
田

聖
護
を
栢
介
す
る
.
前
田
き
ぬ
ゑ
副

生
現
は
つ
宮
田
谷
t
J
に
開
A

耳目
己
ル
ほ

を
白
ベ
た
.

本
日
は
皆
さ
ま
方
、
来
賓
白
帽
先
生

方に
も
E
多
忙
の
折
、
ま
た
各
区
白
書

畳さ
ま
に
も
E
置
方
を閣
々
抽
出
で
い

缶脂について質問する中川常任理事@と融和理事@

白
共
励
会
で
お
母
さ
ん
一
人
で
お
父
さ

ん
の
な
い
ん
也
会
と
い
う
こ
と
で
す
.

2
宮
家
さ
ん
M

山
一
時
多
い
で
す
。

で
睦
富
田
A

菜
、
E
ざ
い
ま
す
.
そ
う
い

う
閉
で
一
年
に
一
同
の
抽
宜
、
二
十
六

回
目
輯
合
が
今
日
で
巴
ざ
い
ま
す
.
ど

う
P
虚
世
$
彩
、
ゆ
っ
〈
り
と
し
て
下
さ

い
と
開
由
自
己
主
ぽ
を
の
ベ
た
。
観
い

て
全
両
掴
立
白
上
、
亡
夫
救
習
に
「
守

な
b
n
t
方
に
対
し
て
酷
岬
宅
行
い
、

つ
づ
い
て
全
凶
に
て
鞍
世
間
記
聞
手
商

歌
が
嵩
用
吉

E
Tル
向
は
一間静
摘

を
暗
じ
さ
ぜ
ら
れ
た
.〔ニ
面
へ
つ
づ
〈
)

風土に段づ、ぐ・・うすくちの本流ヒガシ切レ
品
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
春
を
迎
え
て
、
婦
州
の
野
を
渡
る
光
も
、
指

保
川
の
流
れ
も
治
々
L
く
、
心
洗
わ
れ
る
気
持

が
し
ま
す
。
こ
の
美
L
い
自
然
に
抱
か
れ
て
眠

る
ヒ
ガ
シ
マ
ル
う
す
く
ち
は
、
風
土
と
人
が
、

ひ
と
つ
に
な
っ
て
つ
く
っ
た
日
本
の
爾
味
料
で
す
。

春
は
春
の
色
、
秋
は
秋
の
姿
、
旬
の
材
料
の
持

味
を
引
き
出
し
、
引
き
た
て
て
吉
た
う
す
く
ち

ヒ
ガ
シ
マ
ル
は
、
繊
細
優
雅
な
日
本
の
味
を
支

え
て
き
た
う
す
く
ち
の
本
流
な
の
で
す
。
い
ま

四
百
余
年
の
歴
史
に
新
た
立
年
輸
を
加
え
、
伝
統

に
さ
ら
に
麿
告
を
か
け
た
ヒ
ガ
シ
マ
ル
、
こ
と
し
も

季
節
の
昧
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

お
い
し
い
暮
ら
し
に
ヒ
ガ
シ
マ
ル
う
す
く
ち
を

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

化
粧
品
、

ヒカシマル醤油
竃野市内を涜れる清濯、揖保リ11

-圃i隼元〉兵庫県電野市ヒガシマル.油韓式会社

正
し
く
保
管
な
さ
っ
て
ま
す
か
?

-
極
端
な
温
度
差
の
あ
る
と
ニ
ろ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

た
t
え
ば
、
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
‘
窓
際
な
E
は
好
ま
し
〈

な
い
条
件
な
の
で
す
.
ま
た
、
残
り
世
な
〈
な
っ
た
も
の

を
新
し
い
も
の
に
移
し
て
い
勺ぱ
い
に
す
る
こ
と
も
や
め
ま

'し，
a
a
J
・

-
直
射
臼
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

化
相
品
は
出
射
日
止
を
き
ら
い
ま
す
。
陥
の
あ
た
る
鈍
台

の

t
に
蛙
べ
る
よ
う
な
ャ
』

t
は
避
け
ま
し
ょ
う
.

-
化
粧
用
具
{
パ

7
や
ブ
ラ
シ
な
ど
)
は
い
つ
も
清
潔
に
。

洗
剤
を
と
か
し
た
由
る

t
尚
で
ふ
り
洗
い
¥
押
し
洗
い

を
す
れ
ば
簡
単
に
よ
ご
れ
が
落
ち
量
す
.
よ
(
乾
か
し
て

か
い
，
使
い

t
し
よ
う
.

-
国
型
白
粉
の
上
に
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
の
せ
て
い
ま
す
か
。

七
ロ
フ
ァ
ン
が
な
い
と
白
粉
に
皮
脂
や
フ
ァ
ウ
ン
デ
イ
シ

ヨ
ン
の
仙
が
つ
き
、
表
而
dv
硬
(
な
り
や
す
〈
『

t
れ
同
っ

き」
M
V

悪
〈
な
る
・

-
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
の
手
の
属
が
な
い
場
所
に
お
き

念品

's」
veA

，。

化
粧
品
の
は
と
ん
E
は
体
内
巳
人
っ
て
も
毒
性
の
心
配
の

な
い
こ

t
が
線
認
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
も
し
誤
っ
て
飲

ん
だ
り
食
べ
た
り
し
た
と
き
は
、
水
ま
た
は
牛
乳
な
E
を

飲
ま
せ
て
内
務
物
聖
フ
す
め
て
や
る
の
も
よ
い
方
法
と
い

え
ま
し
ょ
う
.

様化
経
品
企智
正
し
〈
使
っ
て
い
六
だ
〈
た
吟
の
パ
ン
フ
レ
y
ト『こんわゆ

こ
と
あ
ん
空
Z
L
」
令
ご
希
望
の
方
は
資
金
堂
広
um
宜
消
費
者
限
ま

で
ご
連
絡
《
だ
さい・

ヲ・

⑬資生堂

ア
ル
ミ
製
厚
手
な
ぺと、

企

ハ
ー
ド
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
浅

な
べ
を
、
お
料
理
の
穐
類
に
よ
り
自
由
に
組
み
合
わ
せ
。

な
ん
と
、

6
通
り
の
働
き
を
す
る
新
し
い
調
理
器
で
す。

iiF|煮
曲る

鉄
板
焼
き
、
「
削
」

ホ
ッ
ト
今

1
キ

な

ど

一
一
一一

一

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
と

一

高

一

し
て
使
え
キ
守
，

O
I
l
-
-

A'』
胃
、
主
陣
凶

湯川
け
甥
き

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム、

リ
ン
グ
パ
ン
な
ど

オ
ー
プ
ン
料
用
が

で
き
ま
す
。

。SANVO
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い
た
だ
き
宇
レ
て
p

心
か
ら
お
礼
草
し

い
市
げ
ま
す
.
ま
た
半
端
は
岨
刷
白
巴
壁

崩
を
い
た
だ
き
手
レ
て
有
離
〈
お
礼
申

し
あ
げ
る
町
闘
で
E
ざ
い
$
S
9
.
さ
て

事
ι
い
卓
志
抱
闘
が
あ
P
手
レ
た
よ
う

に
冊
監
は
加
工
食
品
町
中
で
も
園
町
も
歴

費
削
苗
〈
間
蝿
者
白
皆
三
芳
に
E
E

副
を
刷
っ
て
指
り
$
S
F
が
、
中
味
が
出

な
い
と
い
主
附
晒
も
E
ざ
い
$
予
が
需

に
間
質
省
の
骨
さ
ま
方
自
身
近
か
に
E

ざ
い
芋
レ
て
開
〈
巴
理
出
い
た
だ
い
て

お
帆
草
色
す
こ
と
は
中
慌
が
出
な
い
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
を
酬
な
い
ま
す
骨
曲
が
あ

る
と
い
う
ζ

と
で
は
な
い
か
と
凪
う
R

揮
で
色
さ
い
$
S
3
.
そ
白
押
畏
白
割
}

と
申
L
$
苦
自
は
や
は
り
向
と
申
し
ま

し
で
も
安
全
性
が
高
い
と
い
う
E
と
で

ζ
れ
は
講
一
は
保
存
性
に
す
ぐ
れ
て
い

る
と
い
う
己
と
で
、
E
れ
は
問
題
い
巴

意
見
白
あ
り
ま
す
も
田
を
E
一
柑
に

-体
で
市
雌
さ
れ
て
い
ま
す
惜
苗
百
三
O

ざ
い
ま
せ
ん
・
そ
れ
か
ら
、
主
た
H
揖

プ

日

ン

ト

喜

て

い

在

い

E

大

変

一

き

ら

い

が

お

盗

容

掛

に

な

っ

て

か

皇

手

レ

て

も

望

空

宇

レ

て

非

寝
芝
居
い
書
写
皆
さ
ん
P
R
J
一
い
る
と
い
う
己
と
き
さ
い
手
・
そ
需
に
E
れ
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
お

一

D

ま

す

一

白

で

、

且

閉

え

は

い

た

じ

ま

せ

ぞ
よ
る
し
〈
お
聞
い
い
た
し
$
予
.
今
一
己
で
お
鵬
思
イ
ン
ス
タ
y
ト
と
は
ど
ん

R
t
t
き
に
世
万
に
た
〈
完
一
宮
記
、
己
れ
も
色
々
と
唱
え
方
も
，
向
け
れ
P
E
出
し
て
い
た
E
t
た

一缶
陪
号
て
い
た
だ
い
て
い
る
き
一
む
さ
い
書
け
れ
草
、

Z在
失

夜

は

つ

宮

と

い

た

じ

て

お

z

t
、
そ
し
て
意
見
も
色
々
と
お
あ
一で
す
由
て
そ
れ
ら
喜
症
な
さ
い
と
お
刑
囚
時
四
つ
い
た
も
昭
島
、
そ
れ
す
・
是
非
常
に
舗
で
E
ざ
い
t

p
に
な
る
と
凪
い
事
し
、
Z
E
窟

τて、
そ
し
て
い
い
の
が
あ
り
t
と
か
ら
辛
子
若
干
の
一五

zt

て
間
切
り
さ
え
用
意
し
て
い
た

FZ

見
菌
室
く
て
明
言
章
容
し
一主
豊
富
い
い
在
い
た
ら
い
い
一
の
左
京
手
片
そ
事
長
4

ば
、
ど
E
で
も
と
一
利
用
E
5
2

い
密
室

tて
、
警
な
巴
費
一
に
あ
い
さ
つ
を
吉
れ
た
・
一
た
と
い
う
己
と
き
さ
い
宇
田
で
忌
一白
で
は
な
い
か
と
快
手
の
で
、
ょ
一
は
プ
D
Y
、
妻
子
、
空
か
ん
と
か
い
う
と
と
支
障
、
京
方
々
白
E
制

軍
事
し
t
た
ら
非
常
に
一品
し
〈

一
弘
た
ち
と
而
競
合
の
方
と
ど
ベ
一
揮
の
な
い
と
躍
号
ど
う
ぞ
き
さ
ん
一
ろ
し
〈
お
闘
い
い
た
し
手
・
一
そ
う
い
S
Z
E
ざ
い
手
.
費
用
も
年
々
聞
え
て
い
る
択
で
5
い
ま

思
っ
て
い
事
。
雪
い
う
ま
古
本
一ん
護
《
一著
し

て

刑

担

吉

田

町

完

白

-

宮

刑

し

て

い

を

い

て

、

五

多

い

一

一

生

沼

田

内

容

が

匿

っ

て

ま

い

り

ま

す

と

す

.

主

昨

主

最

上

げ

て

お

り

ま

日
は
よ
色
く
お
吹
い
た
し
ま
す
.
一

一

ス

l

Z

E

と

い

S

の

も

か

な

D

す

よ

う

に

惜

聞

は

葬

品

t

て

大

量

刊誌野付判長前
一
用
途
を
よ
く
見
極
め
て

一
同
抗
日
目
指
針
十
詰
日
日
行
げ
計
十
日
目

尊
重
引
に
巴
あ
い
さ
つ
芸
聞
い

一

ー

一
若
草
を
て
、
表

g
Tら
竜

毎

回

上

げ

い

F

4

に

中

時

日
十
町
内
河
川
村
山
刊
誌
日
一

約

九

百

種

が

園

内

で

販

売

一

特

持

切

れ

け

ほ

れ

時

一
昨
日
れ
れ
竹
内
川
村

r

t・

-

一

主

主

、

ら

よ

う

に

私

ど

も

は

考

奪

回

雪

書

記

号

雪

量

一
軒
砧
に
つ
い
て
白
露
説
話
掛
一
t
、
富
山
け
子
高
べ
ら
れ
る
一
色
れ
て
い
る
わ
甘
で
C
ざ

い

ま

す

け

れ

一

え

て

い

る

わ

け

で

E

ざ

い

手

-

選

管

せ

て

い

主

〈

P

4

苦

手

淑

て二一出話…佐一…続出関一話一……………間一一鰐諮問問山一一
E

諮問鍔持………部部一一一

度

/

さ

一を
て
お
い
奈
が
い
い
の
高
な
い
一
十
年
〈
ら
い
の
間
ま
で
で
E
ざ
い
ま
す
い
示
そ
う
手
広
告
サ
一
歩
主
主
わ
か
D
に
く
い
白
で
す
一ぁ

J

一
喜
志
わ
っ
て
い
主
主
主

一湖

士

一明
治
賠
訴
諮
問
問
誠
一
明
日
出
現
一
説
話
民
一
地
一
地
諮
問
富
山
抑
制
対

識

を

同

一

日

江

川

町

片

山

盟

主

料

努

材

料

E

て

い

き

と

一

Z
5
5
3
g
7
4
8
3し
く

お

主

宰

貯

金

E
自

主

世

混

同

日

終

誌

編

時四一日刊誌
M
H
U

い
け
れ
ば
心
持
懇
話
一
刊
行
白
日
1UH
一
時
説
明
純
一
日
間
関
口
付
託
一
日
経
む
十
日
刊
日
時

』
L

J

E
Z
↓
一
一
近
マ
ス
コ
ミ
亭
た
p
h
M
b
も
取
飢
J
L
J
げ
-
と
、
泊
料
理
白
骨
料
に
な
ゐ
曲
詰
は
金
一
一
世
太
明
白
剤
費
狩
白
方
々
の
お
聾
b
を一

〉

る

富

一

ら

ん

い

た

だ

き

事

長

日

本

主

二

.

m

-

l
i
-
-
l
o
l
l
i
-
-4
j

i

--

q''yd

}

-t
r

一
て
い
る
田
昌
は
わ
八
体
八
円
再
開
〈
ら
い
一

.
1
l

u
h
置
晶
一
あ
る
と
碍
い
て
巴
ざ
い
ま
す
。
し
か
し

ず

L

ら

畑

地

一

号

宅
制
作
を
担
当
し
た
わ
廿
で
は

、
v

-

'
D
E
酎
一
あ
り
ま
せ
ん
は
れ
P
E
、

ハ
引
は
遥
か

仇

-
E

4
杢扇

一に
坦
じ
て
い
る
.
九
り
く
ら
い
は
由
る

〆
.
，

-の
で
は
な
い
か
と
己
の
よ
う
に
凪
フ
相

一凶り
で
あ
h
Z
S
3
.
そ
ζ
百
聞
単
に
い
え

つ
づ
い
て
日
油
会
畳
は
つ
ぎ
白
ょ
う
一
ば
、
乙
れ
は
古
い
慌
で
あ
M
U
辛
子
臼
h
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(
一
面
よ
り
つ
づ
〈
)

心の通うつき合いを

袖ふれあ乏ば深い縁

日高栄子会長あいさク

害時を迎えた金員に配意品を咽ヨ5日高金畏
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風雨の50年を生き抜く

国壬語E日〉

あ
ま
趨
目
白
昼

p
p、
西
田
新
宿

輔
、
花
小
金
井
の
即
に
陣
必
立
フ
た
.

E
こ
に
は
ア
ー
ク
副
団
白
樫
患
が
あ

る
.ま
だ
、
と
乙
る
ど
巴
ろ
に
掴
も
輯
b

国
軍
由
樫
里
も
な
い
静
か
な
部
外
.
五

十
坪
檀
度
目
そ
ま
つ
な
平
屋
白
組
物
が

そ
白
檀
吉
正
問
だ
っ
た
。
植
物
は
賞
し
〈

て
も
グ
リ
ー
ン
色
、
ギ
"
で
￥
ノ
劃
白
コ

ロ
ス
且
白
喪
じ
よ
う
を
顕
か
ら
か
ぶ
っ

た
回
同
た
ち
白
動
き
は
鼎
っ
ぽ
い
。
人

暗
室
宇
で
串
ゃ
っ
D
な
が
ら
、
セ
D
7

を
買
え
る
也
に
園
田
由
.
公
園
は
間
近
か

な
回
向
、
#
ト

νも
白
は
「
車
げ
だ
し
た

ジ
ュ
ピ
タ
ー
」・

「
モ
リ
エ
1
ル
白
原
作
歩
調
代
印
章

暗
に
闘
争
ν、
大
人
に
も
克
升
た
り
し

め
る
人
形
副

ιし
て
白
薪
埠
地
9
p
u

c皆
目
」
と
L
て
、
世
串
白
「
入
車

副
H
F
チ
棋
白
も
の
」
と
い
う
概
意
を
大

き
〈
打
ち
匝
る
作
品
介
じ
て
高
〈
評
価

書
れ
て
い
る
も
白
だ
と
い
う
.

蹄
開
削
一
世
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
刷

回
目
代
費
者
で
あ
P
、
日
出
者
白
川
尻

高
司
民
間
、
細
か
い
コ
メ
ン
ト
や
ら
ア

ド
バ
イ
ス
聖
ず
る
・

み
ん
な
野
き
で
や
っ
て
い
る
人
た
ち

ば
か

qhh持
が
ぴ
っ
た
り
一
宇
レ
て

い
る
.
そ
れ
で
な
ぐ
て
は
人
形
は
生
き

て
米
な
い
.

劇
団
酬
腔
由
時
か
ら
凶
屈
し
、
己
目

劇
団
ぞ
守
り
親
げ
て
来
た
、
い
ま
は
た

だ
一
人
白
人
・
川
尻
兎
ヤ
ん
に
、
畏
い
来

主
H
M
を
日
間
タ
か
え
っ
て
も
ら
っ
た
.

と
ん
な
酌
槽
マ
ワ

『兄
が
師
き
壱
拍
め
た
白
で
、
十
五

才
由
時
か
島
宇
伝
っ
て
い
詐
レ
た
。
そ

の
兄
裂
守
L
て
亨
ま
旬
、
自
常
に

跡
を
ひ
害
つ
け
た
辛
フ
な
醇
に
な
b
ま

し
て
ね
.
そ
れ
に
母
が
惜
い
女
で
、
明

世
時
代
目
リ
ベ
ラ
H
ス
ト
と
壱
も
い
っ

た
ら
よ
い
の
か
、
理
解
が
あ
b
、
，
ゃ

奇
正
思
っ
た
E
と
は
瞳
控
章
、
や
P

革
げ
る
輔
神
M

で
世
押
さ
れ
芋
じ
た
.

わ
た
し
が
E
E
$
令
、
や
っ
て
来
争
れ

た
の
は
、
母
を
は
じ
め
、
友
だ
ち
、
仲

間
た
ち
が
断
力
し
ザ
ど
れ
た
か
ら
で
、

昭和54草エ月20日(5) 

包

合

柁小企井のけい古所マ逃げ出し
た:.;~日夕ーJ 白慣習に金患がない

も面白い
獄死の友の志生かす
大人の目に

死
秒
異
に
し
て
、
暫
骨
仁
ν
あ
っ
た
仲
間

た
ち
は
、
己
白
脅
し
い
時
代
9
抱
え
町

れ
な
い
で
、
耽
死
、
明
死
、
病
死
と
欠

け
て
い
っ
予
言
、
主
事
U
て
逝
っ
て

ま
っ
た
と
れ
b
仲
間
白
事
を
晒
控
白
自

由
な
在
舎
で
苗
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
b
な
い
.
川
尻
民
は
在
う
思
い
な
が

ら
、
耽
能
、
人
形
劇
団
プ
!
ク
を
育
て

て
き
た
.

今
や
人
形
劇
は
、
時
代
目
潮
風
に
マ

よ
L
、
子
慣
戸
占
端
、
な
〈
母
朝
専
袋
、

一
母
と
子
の
精
神
の

一
ひ
ろ
が

U
も
と
め

プ
l
ク
人
形
劇
団
四
代
語
者
白
立
場

で
い
わ
ぜ
て
も
を
つ
な
b
ぽ
ー
と
間

障
害
レ
て
、
川
尻
軍
司
氏
は
完
ら
に
掛

け
た
.『文
化
白
白
書
す
も
由
、
そ
れ
は
理

も
人
間
的
で
あ
り
、
置
も
民
主
主
輯
的

で
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
.

苦
情
と
は
人
間
白
鞘
神
を
且
掛
さ
ぜ

る
も
白
で
あ
る
.
F予
れ
は
人
形
劇
団

樟つがい人形の形式吾とり入れた「過げ出したジaピター」

三

ぜ
た
記
愈
碑
的
な
作
品
》
迂
っ
た
g

-
プ
l
ク

の

歴

史

コ
一
一
九
五
0
年
代
矢
っ
て

朝
鮮
動
乱

e
u
U
日
H

H

H

日
日け
M

H

I

一を
聖
岡
宇
レ
て
日
I

本
白
地
歩
掛
担
L
対

蹴
・
川
尻
東
町
宝
守
心
に
股
立
、
揮
一
す
る
攻
撃
が
泊
ま
っ
て
き
た
.

一
因
企
画
目
、
ご
ん
ニ
九
年
十
二
月
一
一

一
し
か
し
一
方
、
「
パ
ヤ
ヤ

王
手
」

十
一
日
.
プ
l
ク
証
一
生
田
目
。
一
「
イ
ソ
パ
と
晦
眠
」
「
憎
い
崩
」
の
上

五
年
間
活
動
白
世
、
パ
ン
チ
匝
、
相

一
簡
、
人
理
劇
コ
ン
サ
ー
ト
目
上
間
.
白

人
形
出
、
ュ
ょ
う
プ
l
ポ
と
名
郡
と
一
本
最
初
白
臨
芙
隅
色
人
形
映
聞
「
セ
ロ

活
動
車
曜
を
亜
え
、
人
形
工
醇
と
い
う
一
弾
き
白
ゴ
l
シ
ュ
」
、
テ
レ
ビ
に
お
け

共
同
生
活
惇
白
曜
を
と
る
.
一
る
人
市
刷
、
人
形
ス
ラ
イ
ド
白
製
作
、

一
九
三
二
年
川
尻
東
町
、
週
開
に
よ
一
音
揖
適
耐
と
白
共
同
事
輩
、
日
本
唯
一

@
二
五
周
で
他
界
.
一
白
人
形
劇
時
円
借
西
高
行
事
々
白
仕
事

石
儲
O
年
劇
団
、
工
房
シ
E
に
梱
一
を
道
汚
.

力
に
よ
っ
て
解
散
さ
ぜ
争
れ
る
F

一
一
九
五
七
卓
世
界
青
年
学
生
平
和
瓦

一
九
四
五
年
八
月
軒
耽
.
拍
安
粧
持

一
評
発
札
プ
l
ク
代
曹
を
通
る
.

世
捕
聞
に
よ
り
出
所
し
た
川
尻
事
聞
を

一
一
九
五
八
年
聞
臨
ワ
τ
?
(
人
形
劇

中
心
に
プ
1
ク
持
組
.
旦
自
に
ア
ト
リ

一
連
盟
)
に
加
入
.
一
九
五
九
年
間
一

エ
酷
駐
を
.
一
九
四
六
年
五
月
上
一
回
北
樺
迫
人
形
劇
フ
Z

ス
テ
ィ
パ
ル
に

間
再
開
.
同
六
月
、
日
本
人
悟
劇
協
由

一
川
開
曙
司
、
特
別
事
加
.

一
九
六
四
年

金
結
成
.

一
九
四
八
年
劇
団
事
暗
所

一
揮
-
回
全
日
本
人
形
劇
人
生
園
を
旺
て

完
帆
.

一
九
四
九
年

ゲ
1
テ
屯
睡
二

一
一
九
六
七
牢
日
本
ウ
ニ
マ
陪
属
.

8年
配
意
「
フ
ア
ロ
ス
ト
岬
上
」
公

一

か
〈
し
ず
圭
凪
各
地
各
国
白
プ
1
ク

間
.
-
般
白
配
酒
田
低
か
っ
た
人
軍

一支
持
者
自
協
力
由
も
と
に

一
九
七
一
年

劇
を
、
人
躍
を
動
か
し
て
面
ず
る
間
劇
一
プ
l
ク
人
形
劇
描
が
開
場
。

以
来
日
本

由
一
ジ
ャ
ン
ル
で
事
@
と
世
に
露
出
さ

一
人
帝
劇
白
描
と
な
っ
て
い
る
.

N

酒
害
を
追
放
'

厚
生
省
が
禍
極
指
導
へ

ア
ル
コ
ー
ル
申
理
者
が
年
々
ふ
え
、

「
帽
曹
」
に
よ
る
宮
居
匝
植
や
事
件
も

大阪市小売市場連合会と大阪市消費生活合理化協会白暗臨舎からーあいさつ

する小川会葺Q;l，あいさっする宮地主畏@と温干巨靭白眼明をする小頭金畏

-芸荊とは人間情神をま・・、
と語る川尻さん

日
川
民
望
司
・
ロ
ニ
マ
執
行
番
圃
金
書

加
圭
定
a

【
四
月
】

プ
l
ク
人
形
劇
場
開
2
R

融
匝
工
事

門
五
月
】
プ
l
ク
人
形
劇
場
で
函
酷

冗
躍
年
書
加
作
品
上
間
帯
定
.

ワ
ニ
マ
創
立
主
+
同
年
配
車
人
形
劇

里
市
及

qハ
ム
闘
に
書
加
(
車
土
デ
パ
ー

ト〕【
七
人
月
】

夏

宮

苦

Eハム

商
.
ワ
ニ
マ
田
周
年
E
章
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
園
開
会
瞳
丑
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
書
加
・

【
九
月
】
ソ
フ
ィ
ア
国
立
中
央
人
帝

劇
輔
副
出
揮
ゲ
オ
ル
ギ
ェ
パ
女
史
来

日
.
，
動
問
自
酎
間
接
'
企
画

【
十
月
】

w
日
本
人
形
且
土
配
a

〈
葺
荷
車
事
加
)

【
十
一
月
】

ア
ル
プ
レ
ヒ
ト

・
ロ
ー

ザ
嗣
同
公
開
w
海
外
人
車
剛
シ
D
1

ズ
N

抽

7
.
配
急
行
事
、
式
典
予
定

【
+
二
月
】

己
四
年
最
睦
を
か
ざ
る

記
念
公
開
予
定
.
回
同
年
E
念
パ
1
チ

ィ
l

盛こ
YRの
山年
ない
ーフ

空は
畢い

っ
て
い
る
.
E
十
周
年
白
配
意
プ
ロ
グ

ラ
ム
か

b
主
な
も
白
砂
挙
げ
る
・

【
一
月
】

H
き
己
り
と
ん
べ
え
a

，
ふ
え
る
じ
な
ん
ど
'

H

曹
と
且
か
ら

き
い
た
倍
'
，
I
ば
つ
9
白
E
う
け
ヨ

ハ
ジ
ス
'

【
=
月
】

。
小
さ
な
ト
ム
ト
ム
uw

(
オ
l
ス

b
フ
リ
ア
企
画
)
、
オ
プ
ラ

4
ノ
タ
・
コ
y
サ
1
ト
予
定
.

2
一
月
】

，
ぷ
ん
ぷ
く
ち
ゃ
が
ま
'
一

電
話
自
動
化
を
観
念

電
陪
回
全
国
全
一
完
同
動
拠
里
山
酬
を
E

蝿艶・佐伯曹掛氏

. <12の月のたき火〉・・H ・H ・
ブーク曹団目玉王潤 1971牢作潤出1;;川民曹司氏

合
う
現
金
を
比
べ
て
、
税
金
白
過
不
る
も
由
.
そ
白
他
、
日
年
中
に
択
白
事
由
白

足
を
輔
郭
レ
な
け
れ
ば
な
D
ま
ぜ
唖
E
家
輯
白
中
に
、
年
令
が
田
雄
一
以
あ
る
人
は
確
立
2
u
を
す
れ
ば
回
付

ん
.
己
れ
が
、
「
年
末
剖
聾
」
で
上
で
、
間
同
年
金
宇
盟
結
な
ど
白
年
キ
れ
る
乙
シ
知
あ
E
$
3
.

す
.
金
白
収
入
が
-
円
ハ
h
u
円
以
下
な
り
骨
多
組
の
医
師
貨
を
宜
払
っ
た
融
合

年
末
調
鼎
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
に
、
仲
間
瞳
開
臨
白
対
象
に
し
て
い
な
〔
出
柑
貨
問
除
)

と
っ
て
確
定
申
告
に
代
る
太
田
な
手
い
と
さ
。
人
間
ド
ッ
ク
や
噴
君
臨
階
事
白
た

警
患
で
す
.
し
か
し
、
軍
躍
で
骨
室
調
努
掛
っ
た
佐
に
払
ゅ
ん
め
白
買
出
は
S
P
れ
ま
せ
ん
、
申

吏
払
っ
た
も
白
や
、
E
辛
人
白
E
帯
常
生
命
保
院
棋
や
火
世
保
問
軒
が
あ
告
に
は
、
開
削
や
曜
品
目
喝
や
し
た

四

回

な

い

茸

払

い

で

、

現

金

白

聞

で

る

人

.

開

岨

旺

が

必

弾

で

す

.

有
利
に
な
る
も
由
が
あ
ま
す
・
も
岳
山
月
束
事
、
に
お
子
さ
ん
が
生
ま

⑦
出
曹
や
盗
離
、
割
闘
に
あ
っ
た
勘

「
ひ
や
i
、
今
年
も
ま
た
輯
発

|

、

i
!

i

!

、

l

合
(
瞳
釘
控
除
)

い
ぷ
眠

b
れ
た
な
、
来
年
己
そ
桔
掛

l

・

2
1
:
・

申
告
に
は
、
暫
事
や
間
防
置
に
屈

し
き
!
と
」

ま

だ

も

ど

る

可

能

性

里

、

Zゑ
し

皇

室

「
$
2
D
は
、
執
に
子
供
が
生
ま

れ

が

必

揮

で
す
.

た
が
ら

4
2読
ま

っ

た

こ

ん

な

条

件

の

人

は

骨

R
5
3
4揮し

ょ

」

，

J

d

，

A

l

i

'

J

h

た
人

(
住
宅
取
惜
搾
除
ロ
ー
ン
控

お
ち
E
ち
白
オ
フ
ィ
ス
官
は
、
十

“
U
Nu--r
h

Hy

h
u引
i

i
h

u

陸
)!

二
月
、
年
末
商
監
を
め
ぐ
っ
て
、
多
し
、
E
れ
を
岸
晶
す
己
と
は
、
車
計
れ
た
人
.
乙
白
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
掛
件
が

か
っ
た
白
少
な
か
っ
た
白
と
、
宮
フ
一
を
回
る
あ
な
た
白
圃
任
で
も
あ
P
去

①
3
也
事
に
麟
当
亨
る
人
は
、
あ
D
ま
ず
ν、
副
舗
田
部
週
間
・
白

D

l

マ

y

白

羽

」

現

金

田

己

と

が

桔

す

・

さ

っ

ル

ど

確

定

男

電

子

レ

τ宇
さ
い
写
し
、
登
記
博
勝
本
、
臣
民
割
、
開

堵
L
な

灼

ま

し

た

・

町

田

己
と
を
も
う
一
度
見
直
し
て
大
師
丹
田
宮
フ
リ
1
マ
シ
は
、
年
副
徴
収
盟
帯
が
必
睡
で
す
。
昨
聞
は

間
揖
棋
は
、
そ
の
年
四
一
月
-
日
み
宇
レ
ょ
う
・
米
調
務
主
四
年
白
嗣
明
記
同
7
し
朝
商
署
へ
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

か
争
士
一
月
三
十
一
日
章
、
白
血
入
①
奥
さ
ん
や
子
供
さ
ん
名
輯
白
生
命
ま
7
.
し
か
レ
、
拍
軒
賞
与
白
臨
時
定
但
告
は
二
一
月
十
六
日
か
b

p
E
と
に
計
算
さ
れ
S
S
9
.
で
す
か
理
由
料
で
会
社
へ
申
告
も
れ
と
な
っ
甑
が
て
円
H
U
O
万
円
を
問
え
る
人
三
月
十
五
固
ま
で
で
す
が
、
理
付
を

b
、
吉
フ
』
1
マ
ン
白
年
収
は
士
一
て
い
る
も
D
.
こ
か
所
以
よ
か
ら
拍
軒
9
E
ら
っ
て
空
け
る
た
め
白
申
告
書
は
も
う
受
付

月
白
畳
世
田
軸
相
主
主
わ
れ
た
と

②
ー
奥
さ
ん
も
や
子
世
さ
ん
白
雪
じ
て
い
る
人
、
前
軒
以
外
白
所
博
が
剖
万
世
て
い
S
S
3
.
溜
付
申
告
・
は
早
出

者
L
確
定
し
き
ず
.
そ
己
古
、
毎
月
支
払
っ
た
圃
民
年
金
田
払
込
保
障
輯
円
を
超
え
争
入
は
確
定
申
告
が
必
回
世
に
提
出
し
$
予
と
、
朝
畠
白
回
る
白

天
引
戸
レ
て
き
た
割
害
等
収
に
且
で
、
全
社
へ
申
哲
也
れ
と
な
っ
て
い
で
す
.
も
阜
〈
な
皇
子
。

意
し
て
=
一
日
ザ
十
四
日
、
E
十
円
E
間
切

T
軍
属
H
が
括
行
さ
れ
る
.
露
。

ダ
イ
ヤ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
躍
云
一
三

円
、
世
ニ
二

・
五
戸
田
グ
』
フ
ピ
ア
回

色
.
二
千
六
笛
万
枚
を
高
句
通
信
販

亮
申
し
ふ
怠
世
一
月
-
十
四
日
事
宅
.

ま
た
国
連
本
部
で
は
一
月
十
九
百
括

行
自
通
常
切
手
を
晶
亮
す
る
.
四
割
ニ

百
四
十
円
#
岡
切
手
白
切
目
カ
ド
!
と

一
九
七
七
・
八
閏
年
に
晶
汗
さ
れ
た
園

適
切
手
を
全
部
眠
時
t
ス
ー
ベ
ニ
ア

フ
ォ
ル
ダ
l
四
臨
も
同
時
一
括
亮
.

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一一

一
派

遣

員

を

募

集

一一
一

日
本
青
年
畢
仕
協
舎
が
N
国
内
ポ

一

ラ
y
-
テ
ィ
ア
概
泊
凪
M

霊
碑
捜
し
て

一

い
る
.
期
間
は
二
月
二
十
四
日

s三一

月
二
十
五
日
目
一
カ
月
間
.
桶
所
は
一

車
京
都
内
詣
よ
び
栃
木
県
内
.

一

東
京
都
内
で
白
活
動
分
野
は
、
在

一

宅
老
人
へ
白
柏
企
サ
ー
ビ
ス
、
地
埴

一

内
白
闇
社
団
悼
白
活
動
に
書
加
し
、一

相
互
由
連
携
、
買
班
歩
軒
る
活
動
、一

老
人
圃
査
の
揖
計
、
堕
周
白
申
請
作

一

策
、
老
人
白
ニ
l
ド
を
費
わ
ず
地
図

一

づ
〈
釘
な
ど
、
者
世
幸
吉
よ
い
も

一

の
と
す
る
た
め
に
ボ
呈
y
h
m
リ
ィ
1
一

な
理
由
珍
得
っ
て
い
る
市
民
団
体
へ
一

白
活
動
剛
力
.

一

栃
木
県
内
白
括
動
分
野
は
、
と
ち

一

安
芋
P
E
由
富
由
連
開
資
金
を
哲
J

一

た
め
白
商
品
回
阻
函
動
や
レ
ク
レ
i
一

シ
ョ
シ
指
導
人
形
劇
白
上
田
、
県

一

向
白
樺
育
園
、
胡
稚
園
、
陣
由
児
白
血

一

世
で
の
レ
ク
リ
ク
ェ
l
u
s
y
活
動
唯
一

-
し
】
F
PH
旭
国
事
社
会
由
正
面
ゃ
一

，川
1

一

福
祉
白
向
上
に
協
力
.

一

占

司
己
由
ま
正
、
事
フ
一

た

一

ン
テ
ィ
ア
草
悼
と
工

'
2
F
る
地
域
に
一
ヵ
月
間
住
一

J

-

み
活
動
紀
宮
組
主

一

r、
一

白
に
、
個
々
が
自
主
的
一

つ

一
に
活
動
、
重
苦
る
一

を

一
よ
う
に
}
定
白
期
間
、
一

会

一
研
躍
を
行
う
〈
ニ
旦
一
一

--一

十
四
日
S
二
十
八
日
〉

一

t
t
『
資
格
筆
期
間
事
加
一

な
τ
u
き
る
人
.
共
同
室
一

卜
・
一

に
耐
え
ら
れ
る
人
.
十
一

川い

『
八
圃

ms三
十
暗
ま
で
白
一

4
司
一

同
(
六
人
〉
宜
(
四
一

人
〉
.
現
京
都
内
情
担
者
は
、
晋

一

週
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
一

-
名
.
揖
障
は
な
い
か
、
特
に
老
人

一

間
固
に
つ
い

τ閥
、
ー
心
を
侍
っ
て
い
る
一

人
自
栃
木
県
向
精
劉
者
は
、
普
通
免
一

軒
を
持
っ
て
い
る
人
-
名
.
子
P
E
一

会
掴
噂
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
掴
噂

一

白
師
陣
白
あ
る
人
.
人
酷
劇
や
眠
芝

一

層
白
上
回
嵯
曲
が
あ
る
人
.
措
陪
は

一

な
い
か
、
手
供
た
ち
に
興
M

悼
を
持
つ
一

て

い

る

人

.

一

応
醇
締
め
切
り
は
ニ
阜
十
五
日
.

一

「
社
会
理
を
中
b
F
Uた
眠
直

一

面
白
弾
製
は
、
一
年
に
一
一
一
旬
、
四
固
定
一

期
的
に
有
っ
て
い
享
品
、
台
風
、

一

地
置
な
と
白
山
智
世
置
は
ふ
申
つ
ど

一

行
い
、
約
十
年
白
聞
に
一
-
辛
人
町
方

一

炉
事
加
、
暗
駒
レ
て
い
孝
7
.
主
7
一圃

ン
テ
ィ
マ
色
動
に
開
眼
目
あ
る
人
白

費
陣
学
習
白
描
と
し
て
一
圃
昂
且
さ

せ
て
ゆ
え
闇
問
主
卒
、
一
年
と

畳
朗
的
な
も
の
も
企
困
じ
た
い
」
〈
広

報
・
芦
品
さ
ん
〉
と
い
う
・

事
加
骨
剛
者
は
、
東
京
都
世
昔

匠
代
々
木
神
園
町
=
一
ーー一

O
M

Y
C
内
社
団
法
人
日
本
青
年
車
位

協
会
国
内
ポ
フ
y
テ
ゴ
魚
迎
係

脅

δ
=
一
〔
四
六
O
)
O
二
一
一
上
一

応
醇
用
紙
を
情
京
し
、
事
加
曲
植
田

作
文
、
争
時
睦
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
魚
詐
匝
白
コ
ピ
ー
を
師
え
て
提

出
す
る
ヰ
よ
い
.
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l
il
t
合

人
形
劇
j
己
白
宮
曜
の
も
つ
曽
き
は
伺
か
拙
い
日
へ
白
田
臨
歩
か
き
た
て
、
ほ
白
日
白
宇
ど
歩
白
防L

W

合

同
・
メ
ル
ヘ
ン
白
世
同
ヘ
ル
あ
り
や

f
る
.λ
者
四
国
ノ
!
ク
.
(
担
茜
区
再
々
木
二
百
士
一
白
=
一
)
日
本
食

合
に
お
げ
る
、
現
代
人
形
劇
団
田
中
唱
し
は
揖
も
ー
古
い
歴
史
を
岳
町
D
、
一
九
七
九
辱
白
E
と
し
、
剛
立
五
十
一
川
周
年
合

合
を
粁
払
え
る
間
る
人
ぞ
掴
る
人
時
刷
団
で
あ
る
.
そ
白
百
買
い
按
草
田
中
に
は
、
思
い
も
か
け
ぬ
申
来
事
も
あ
官

合
っ
た
.
伺
置
か
白
喧
画

j

人
形
蜘
と
い
う
E
白
小
宮
証
文
抱
田
町
を
と
も
し
つ
づ
甘
る
う
え
で
、
陣

p
し

*

*

き
る
且
曹
の
告

F
レ
さ
を
庫
融
し
た
己
弁
E
-
由
民
や
ニ
置
で
は
辛
か
っ
た
と
い
う
・
会

合
い
ま
、
輝
か
し
い
半
世
紀
白
聞
を
配
意
ず
る
企
固
辞
立
τ
6れ
て
い
る
.
Z供
た
ち
D
，
武
E
D
ア
イ
ド

*

*

ル
M

で
あ
b
，
輔
の
ふ
る
さ
と
H

で
も
あ
る
プ
1
ク
人
形
劇
白
欄
闘
を
択
に

.

官

1
1
1
1
合
合
i
l
-
-

白
骨
白
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
よ
』
E

が
ア
マ
チ
ュ
ア
由
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
を
-
を
週
管
νて
い
〈
に
は
伺
よ

p
も
民
主
一

と
雪
桶
由
自
由
刑
圧
迫
さ
れ
た
困
障
な
一
つ
く
っ
た
り
、
z
t
著
者
た
ち
白
7
7
一
々
輯
が
大
切
.
己
れ
が
な
け
れ
ば
、
剛
一

眠
時
中
、
閣
制
的
に
活
動
9
革
断
さ
ぜ
一
y
も
多
く
、
人
形
劇
プ
1
ム
ル
E
い
え一

同
溶
剤
か
な
い
.

一

b
れ
た
に
も
か
か
わ

'F、
開
め
ず
に

一る

P
れ
し
い
庭
園
そ
れ
だ
け
に
初
心

一

早
全
車
母
国
と
い
う
園
警
長

一

掛
け
b
れ
た
現
由
を
闘
っ
た
.
睡
庄
司和一

室
忘
れ
な
い
事
問
、
必
睡
な
目
だ
と
強
調
一
し
ず
ん
は
、
日
本
組
自
由
島
国
極
位
、
同

一

世
献
も
さ
れ
t
.
E
福
・
盟
理
手
段
と
一
し
た
.
一
囲
白
往
生
趣
意
壱
押
さ
え
一
色
れ
て
い
る
一
一
九
七
九
年
十
二
月
二
十
-
目
前
、

し
て
の
あ
島
ゆ
る
文
化

・
苦
柑
削
、
自
一
そ
れ
で
は
プ
!
ク
白
魁
力
、
特
質
つ
否
融
的
な
も
白
を
暗
P
払
い
、
問
神
田

一人
形
劇
恩
ノ
1
ク
が
初
め

τ公
開
を
も

の
仇
に
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
白
だ
.
豊
一

て
伺
な
白
だ
告
示
.

一自
由
な
訟
が
L
P
を
事
め
て
い
け
る
よ
う
一
っ
て
か
皇
制
五
十
同
年
に
あ
た
る
・
膏

プ
l
ク
議
睦
か
か
げ
た
ス
ロ
ー
ι万一
な
務
白
も
ち
方
に
ず
レ
で
も
世
立
つ

一

tも
同
臨
ロ
ニ
マ
門
人
陪
劇
連
盟
〉

y
は
「
五
才
か
ら
八
十
八
才
$
令
白
劇
一
な
島
ば
と
い
う
信
持
で
と
幻
〈
ん
一
目
玉
+
周
年
に
も
あ
た
る
.

団
」
.
一
で
い
る
』
と
ソ
フ
ト
な
申
に
も
毘
迫
白
一
梅
外
人
形
劇
と
白
国
臨
世
輔
、
日
本

五
才
児
の
間
劇
な
ど
と
い
う
曹
が
想
一
E
も
っ
た
宮
里
は
、
控
訴
の
聖
き
闘
に

一
自
伝
統
人
市
剛
白
闘
宜
高
掘
な
ど
、
己

臨
さ
え
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
に
、
す
べ
一
も
め
げ
ず
、
五
十
年
間
、
思
す
る
人
増
一
れ
か
ら
白
プ
l
ク
申
歩
む
ペ
童
h
J
向
は

て
白
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
蝿
し
ん
で
闘
一
副
白
野
を
ル
E
し
つ
づ
廿
た
宥
白
み
に
一
国
酷
括
酬
と
日
ー
草
白
人
形
劇
を
苦
回
に

る
E
と
白
で
き
る
人
E
E

劇
白
ジ
ャ
ジ
ル
一
い
え
る
力
強
さ
で
あ
っ
た
・

一
進
国
さ
せ
る
量
動
へ
の
開
力
主

ιか
か

凌
民
事
し
た
と
と
.

人
形
劃
を
考
え
る
ト
有
、
は
、
同
時
記

日
本
の
変
化
モ
白
も
白
に
闘
を
そ
絵
手

必
掛
か
あ
っ
た
.
そ
し
て
白
木
ほ
ど
杏

障
な
国
も
苧
レ
い
己
と
に
改
め
て
気
づ

い
た
.
多
極
な
伝
E
R

文
化
砂
受
け
つ
ぐ

由
里
融
的
・
融
合
的
福
山
明
と
し
て
λ
形
劇

ぞ
ル
E
え
た
い
l
i
セ
れ
が
開
い
哩
白

愈
扇
舟
迂
っ
た
.

完
づ
い
て
み
畠
と
、
日
本
に
は
人
形

劇
白
専
門
町
舗
が
金
ぐ
な
い
と
い
う
状

掴
な
の
で
あ
る
.
そ
己
壱
一
九
七
一
年

に
プ
!
ク
劇
掛
堂
世
立
、
ど
ん
な
人
形

配
で
も
相

ν恒
れ
る
よ
う
な
刷
掛
を
目

揮
に
闘
世
っ
て
い
る
と
い
う
。

間
ず
る
者
の
立
掛
か
ら
い
s
曲
山
田
、
人

形
劇
は
基
礎
的
な
措
楠
刷
酬
は
同
じ
だ

が
、
技
師
を
マ
ス
h
m
ー
し
た
逼
井
ほ
蹄

合
晶
証
明
的
な
回
世
一需
が
強
〈
打
出
さ
れ
る

己
と
に
な
る
。
間
ず
る
人
白
人
理
L
対

す
畳
自
由
な
イ
メ
I
P
が
割
台
血
管
量
化

あ
る
も
白
、
間
性
的
な
も
白
に
し
て
柚

〈
.
そ
己
に
他
に
蛸
の
無
い
園
閉
さ
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

.ヘ2日曜にが入リくださいこの看板のあるカネボウテzー〆宿有名百貨鹿でお買いもとのくどさい周
間
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ひとふり、ふたふり、申たかな風昧。

かん吉つ果汁に醸造酢を加えた調
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うふ、フラ イ主どにお使い下さ L、。
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(6) 〈土曜目〉

ス
パ
ン
づ
か
い
の
ト
リ
コ
ネ
ッ
ト
の
二

種
で
、
シ
ン
プ
ル
で
ナ
チ
ュ
一
フ
ル
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
好
評
。
色
は
八
色
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
出
産
を
経
験
し
た

)
一
女
性
に
多
い
畿
綱
体
型
の
女
性
を
中
心

一フ一一一
に
し
た
ρ
デ
ィ
ア
ミ
セ
ス
H

の
フ
ァ
ン

ラ
タ
一
デ
1
シ
ョ
ン
ニ
フ
ン
ジ
エ
リ
!
の
グ
ル

プ
ス

F

.

ク
・
一

I
コ

ツ
ナ
一
女
性
の
体
型
は
三
十
五
歳
を
過
ぎ
る

択
ロ
一

ト
イ
一
と
頼
U
〈
変
化
す
る
こ
と
が
人
間
工
学

た
ど
で
明
主
に
さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
室

引
開
一
に
ム
あ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
。
乙
の
春

何
一
の
目
玉
商
品
の
ひ
と
つ
だ
。

一
商
品
ア
イ
テ
ム
は
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、

一
ガ
1
ド
ル
、
ボ
デ
ィ
ス
l
y、
ツ
イ
ン

一
ジ
ェ
μ
1
、
-
フ
シ
ジ
ュ
、
ス
リ
ッ
プ
、

一
ベ
チ
コ
l
ト
な
ど
で
、
フ
ィ
γ
ト
位
、

一
聖
己
や
す
さ
、
替
と
こ
ち
な
ど
ミ
セ
ス

4
J
一
の
ニ
l
ズ
や
心
理
を
考
え
た
H

ソ
フ
ト

一
一
フ
ィ
ッ
ト
タ
イ
プ
H

と
本
格
派
の
た
め

一
一
の
が
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
メ
イ
ク
タ
イ
プ

~

一
の
二
種
類
。

か
か
く
す
々
か
ら
か
見
せ
る
。
下
着
ヘ
…
一
ト
措
法
点
町

一

一
パ
ッ
ク
ラ
イ
ン
が
美
し
い
、
お
し
ゃ
れ

:
!
j
j
j
j
j
i
Z
i
w
の
新
製
品
V
ョ

i
L
一
日
間
担
当
は

一
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

愛
妻
、
真
夏
の
沼
・
ひ

S
P一
る
下
着
へ
と
従
来
の
下
襲
警
は
ま
一
を
襲
レ
、
下
着
と
い
う
よ
り
プ
ラ
ヮ
一
シ
テ
ィ
に
雲
、
シ
テ
ィ
の
措
さ
一
化
粧
品
の
映
画
、
レ
コ
ー
ド
の
タ
イ

が
狂
い
咲
き

Z
Z去最
一
っ
た
く
遮
っ
た
企
闘
を
打
直
し
、
下
一
ス
態
党
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ス
l
yの
一
と

2
5、生
き
る
こ
あ
自
一
ア
ッ
プ
は
数
多
〈
あ
る
が
、
下
着
と
し

気
の
昔
、
下
着
メ
ー
カ
ー

・
ワ
コ
1
一

葉
界
に
大
き
な
奥
警
雪
起
し
て

一下
に
着
け
て
、
見
せ
る
と
と
を
意
識
し一

信
と
ゆ
と
り
か
ら
〈
る
優
し
さ
を
君
一
て
は
初
め
て
の
菌
タ
イ
ア
ッ
プ
商
品

会
新
製
品
発
表
シ
ョ
ー
が
、
東
京
の
一
い
る
。
一
た
-
フ
ン
ジ
エ
リ
!
の
出
現
だ
。
一
せ
て
い
る
よ
う
な
女
性
が
デ
イ
ワ
ェ
ァ
一
と
し
て
宣
伝
に
喜
入
れ
て
い
る
。

帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
@
一
九
日
の
シ
ョ
ー
で
観
衆
を
「
ア
ツ
」
一
「
他
人
の
自
塗
意
識
し
て
下
積
章
一
の
署
長
宅
、
腎
く
さ
さ
の
あ
る
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
よ
1
2

E
tか
く
す
下
着
か
ら
、
是
正
い
わ
せ
た
の
は
、
従
来
の
下
意
党
一
ぴ
、
目
立
た
な
い
さ
つ
に
つ
け
た
時
代
一
ヤ
ン
グ
や
罪
さ
の
あ
る
女
性
、
す
ぐ
一
風
、
胸
も
と
に
H

一は
過
去
の
も
の
。
下
轡
は
自
分
で
着
け

一
に
船
来
プ
ラ
ン
H
も
の
に
飛
び
つ
〈
女

一

4

一

一

一

タ
イ
ア
ッ
プ
映
画
は
、
芥
川
賞
受
賞

一
た
く
な
る

i、
そ

れ

を

乙
と
一
定
営
な
い
の
き
っ
な
.
一
作
家
・
池
田
思
議
作
、
警
に
よ

一で
そ
〈
な
る
さ
つ
な
も
の
と
と
い

一
そ
の
ほ
か
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

一
空
エ
ー
ゲ
海
に
第
三
。

一
う
こ
と
で
、
作
わ
れ
た
の
が
、

乙
の
一
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
世
界
的一

一

一

一

フ

ロ

ン
ト
ホ
ッ
ク
プ
ラ
を
着
用
し
た

一，
デ
イ
・
ワ
ェ
ア
M

だ。

一に
名
高
い
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ベ
ス
の
デ
一

一

一

一

主

演
女
優
イ
ロ
l
ナ
・
ス
タ
ラ
が
映
画

色
も
有
印
」
ア
、
コ
l-フ
ル
(
ピ
ン
ク
一
ザ
イ
ン
し
た

Z
フ
と
シ
ョ

I
Y。
一

一

一

の

画

面
に
登
場
す
る
。
ま
た
、
彼
女
を

系
新
色
)
、
コ
ン
、
ェ
ン
ジ
な
ど
、

ζ

一
「
健
康
な
、
そ
し
て
活
動
力
あ
る
女
一

一

一

，

フ

ロ

ン
ト
ホ
ッ
ク
プ
一
フ
H

キ
ャ
ン
ベ

れ
ま
で
の
下
着
の
常
蛾
を
破
っ
た
カ
ラ
一
一
世
の
た
め
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
仕
一

一

一

l
yモ
デ
ル
に
起
用
し
、
テ
レ
ビ
、
雑

フ
ル
な
も
の
が
と
D
入
れ
ら
れ
て
い
一
事
に
、
プ
レ
イ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ア
ク
一

一

一

館
、
ス
タ
!
な
P
で
大
々
的
に
ア
ピ
I

て
、
カ
ラ
l
コ
I
デ
ィ
ネ
イ
ト
も
思
い

一
テ
ィ
プ
な
女
性
を
意
開
削
し
て
デ
ザ
イ

一

一

一

1

ル
す
る
。

の
ま
ま
。
そ
の
ほ
か
紫
紡
や
デ
ザ
イ
ン
一
ン
』
し
た
と
い
う
。

・

一

一

一

一

「

内

容
の
ワ
コ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

の
コ
l
デ
ィ
永
イ
ト
も
十
分
に
楽
し
め
一
緊
材
は
A
L
マ
l
ク
が
入
っ
た
司
、
一

一

〆

一

ン

ウ

ィ

ー

ク

」

を

三

月

十

三

日

1

五

る
と
い
弓
£
の
。

一
ワ
1
永
ッ
ト
と
ク
ー
ル
に
光
る
ク
D
ア
一

-

-

旦

ハ

臼

に

開

催

し

、

セ

ー

ル

ス

期

間

は

(
3
/
1
5
4
/
!
日
)
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
テ
l
マ
H

エ
I
ゲ
の
風
、
胸
も
と

に
M

に
関
連
し
て
、
エ
ー
ゲ
海
ツ
ア
ー
に

一
一
一
十
名
紹
待
す
る
オ
ー
プ
ン
懸
賞
〈
二

等
は
、
池
田
澗
寿
夫
の
オ
μ
ジ
ナ
ル
T

シ
ャ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト
)
募
換
を
す
る
ほ

か
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
、
フ
ロ
ン
ト

ホ
ッ
ク
プ
ラ
を
メ
イ
ン
に
、
フ
ァ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
、
-
フ
シ
ジ
エ
リ
1
購
入
者
に

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
冊
子
」
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
る
。

ま
た
、

C
Mに
は
C
B
S
Y
ニ
!
レ

コ
ー
ド
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
を
起
用

し
、
ヒ
γ
ト
を
狙
つ
て
の
レ
コ
ー
ド
化

も
す
す
め
b
れ
て
い
る
@
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品、h欝
笛
寵

暖
冬
な
み
の
異
変
と
な
る
か
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明

も

ち

は

米
を
保
存
す
る
こ
ふ
ら
考
普
と
還
っ
て、

現
在
は
い
つ
で
も
求

て
く
れ
ま
す
。
い
く
つ
か
紹
介
し

t
b鉢
で
ず
っ
て
卵
黄
と
み
り
ん
を
混
ぜ

も

ち

巻

き

ウ

イ

ン

ナ

l

脚
支
出
さ
れ
た
も
の
で
、
号
外
の
神
様
め
る
こ
と
が
出
き
る
の
で
、
そ
う
大
震
ょ
う
。
焼
い
た
も
ち
に
乙
れ
を
ぬ
り
、
適
当
に
ワ
イ
ン
ナ
l
彦
め
、
言
語
く
切

附
一
に
供
え
る
た
め
に
持
っ
て
い
く
も
の
だ
に
つ
く
る
家
庭
も
な
く
な
っ
た
が
、
ゃ

チ

l
ズ

サ

ン

ド

も

ち

ノ

リ
を
巻
い
て
食
べ
る
。
っ
た
も
ち
で
巻
き
、

Eに
ベ
ー
コ
ン

却
一
っ
た
た
め
に

nguと
名
づ

Zれ
は
皇
居
は
一
う
す
、
こ
う
す
と
う
も
ち
に
績
か
ら
探
〈
切
白
実
れ
、

揚

げ

も

ち

か

た
く
な
っ
た
も
で
巻
い
て
梅
警
止
め
る
。
フ
ラ
イ
パ

佐
一
た
と
い
長
え
が
あ
り

5、
お
せ
ず
単
位
で
買
う
を
多
い
き
で
、
残
チ
l
ズ
を
は
さ
ん
で
ベ
ー
コ
ン
を
巻
き
ち
を
弱
火
器
で
ゆ
っ
く
D
揚
げ
る
。
ン
に
バ
タ
ー
を
熱
し
た
中
で
も
ち
を
乙

一
ち
遣
に
お
と
そ
と
並
ん
で
、
お
正
月
っ
た
も
ち
を
持
て
あ
色
て
い
る
の
を
揚
葉
」
止
め
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
パ
タ
揚
が
っ
た
も
ち
に
塩
、
キ
ナ
粉
、
警
ろ
が
し
な
が
是
認
が
つ
く
串
宅
焼

一
に
は
欠
か
せ
な
い
食
べ
も
の
で
す
。
表
良
く
み
か
け
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、

ー
を
入
れ
て
熱
し
た
申
で
も
ち
を
焼
き

Y
(黒
砂
潜
を
同
置
の
水
で
熊
と
か
し
き
、
軽
く
趨
、
コ
シ
ョ
?
を
振
っ
て
食

一
面
が
な
め
ら
か
で
、
焼
い
た
時
に
ま
ん
ち
ょ
っ
と
目
先
の
変
っ
た
食
べ
方
、
工
裏
返
し

τhvた
を
じ
、
火
を
弱
め
て
チ
た
も
の
)
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ク
リ
ー
ム
な
ぺ
る
。

べ
ん
な
く
焼
げ
る
の
が
良
い
お
も
ち
。
委
す
れ
ば
新
鮮
な
感
じ
で
手
首
し
市

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H』
ク

ル

ミ

も

ち

ク

ル

ミ

を

す

D

=

あ

ま

っ

た

お

モ

チ

や

二

警

ょ

く

す

っ

て

砂

泊

、

績

を

加

え

て

=

14

j

・

4

・

4

1・
・

1
・

=

古

ち
に
よ
く
す
b
、
熱
湯
を
加
え
な
が

一
こ
p
b
な

食

ぺ

方

ま

?

二

ら

長

く

し

、

焼

い

た

も

ち

に

か

ら

=

、

、

，

J

J

.

4

E

S

J

「ノ
J
u・
4

=

ま

ぜ

る

。

一

固

く

な

っ

た

お

モ

チ

ア

許

認

戸

げ

U
C

I
H
H
H
i
l
l
i
-
-
1
1
1
1
し
ょ
に
妙
め
て
か
ら
ス
1
プ
で
柔
ら
か

1
ズ
が
半
分
と
け
か
か
る
串
宅
燐
〈
。
ど
好
き
な
も
の
を
か
け
て
食
ベ
る
。
〈
煮
て
題
、
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
を
し

ウ

ニ

焼

き

も

ち

芝

居

す

か

ら

み

も

ち

も

ち

は

鋭
し
い
て
焼
い
た
も
ち
を
入
れ
、
パ
セ
H

差
淳
ベ

熱
湯
を
〈
ぐ
ら
せ
、
お
ろ
レ
ダ
イ
コ
ン
て
食
ぺ
る
。

に
し
よ
う
ゆ
、
好
み
に
よ
っ
て
レ
モ
ン
も
ち
茶
漬
け
と
飯
に
焼
い
た

を
絞
り
入
れ
、
か
ら
め
て
食
べ
る
。
も
ち
を
置
き
、
上
か
ら
埠
乙
ぷ
、
ヮ
メ

平
、
サ
ヶ
、
業
と
う
が
や
レ
な
ど
好
み

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

も

ち

の
材
斜
を
入
れ
、
問
問
ゴ
マ
、
ミ
ツ
バ
を

舗
に
コ
コ
ア
大
さ
じ
=
τ
砂
糖
大
さ
U

入
れ
熱
い
番
茶
を
入
れ
、
一

t
一一分た

四
、
牛
乳
大
さ
じ
こ
5
四
、
パ
タ
!
大
っ
て
か
ら
食
べ
る
。

さ
じ
四
を
入
れ
、
火
に
か
け
て
煮
た
つ
ま
た
、
お
か
ゆ
や
ぞ
う
す
い
に
入
れ

た
ら
火
を
消
し
、
バ
タ
ー
で
両
国
を
焼
て
も
一
味
遜
っ
た
お
い
し
声
か
あ
D
ま

い
た
も
ち
に
か
け
て
食
べ
る
。
す
。
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一
と
と
し
は
、
全
般
的
に
お
だ
や
か
な
年
に
な
り
そ
う
。
乙
未
ハ
ひ
つ
じ

一
年
)
は
、
金
銭
面
で
は
か
な
D
苦
労
す
る
年
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
芸
能

一
界
で
は
と
フ
か
。
や
は
D
、
年
を
魅
し
た
愛
情
問
題
に

一
つ
ず
つ
目

mが

一
つ
き
そ
う
な
年
、
芸
能
界
全
体
宇
中
る
え
上
ら
せ
る
よ
う
な
事
件
は
な
い

一
ょ
う
。
そ
こ
で
、
有
名
タ
レ
ン
ト
の
今
年
を
占
っ
て
み
る
と
|
|

人
気
ス
タ
!
こ
と
し
の
運
勢

健
康
は
前
述
し
た
回
腸
病
、
ケ
ガ
な
:
・
:
:
:
j
i
-
-
j
j
i
-
-
i
に
し
た
方
が
い
い
が
、
派
手
な
シ
ョ
ッ

P
廷
が
、

ζ
れ
は
注
意
さ
え
し
て
い
れ
…
た
哀
電
子
…
ピ
ン
グ
は
や
め
る
べ
差
。

ば
芦

Jqpれ
る
。
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
“
i
l
U
j
i
j
i
-
i
t
-
-
一
仕
事
は
い
い
も
の
が
P
じ
P
じ
は
い

と
い
っ
た
も
の
は
な
る
べ
〈
や
め
、
ス
去
年
は
つ
ら
い
道
の
り
が
続
い
た
。

h
u
、
十
一
月
が
勝
負
月
に
な
る
。
健
康

ポ
l
yは
ソ
フ
ト
、
バ
レ
ー
と
い
っ
た
ん
か
し
、
そ
れ
を
意
思
強
〈
繋
D
切
ヮ
は
ま
ず
ま
ず
。
と
く
に
大
病
レ
た
D
、

球
技
も
の
が
い
い
・
た
あ
な
た
に
素
晴
わ
レ
い
展
開
が
、
乙
大
ケ
ガ
し
た
hu
は
な
い
が
、
一
回
か
ニ

録
用
貧
乏
に
な
り
や
す
い
年
な
の
で
と
し
は
待
ち
受
け
て
い
る
。
回
、
床
に
伏
す
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
大

、

セ
レ
ク
ト
す
る
こ
と
。
目
標
は
一
本
に
こ
こ
で
気
を
ゆ
る
め
ず
、

ζ
れ
ま
で
騒
ぎ
す
る
必
擦
は
な
い
。

一

絞
D
、
新
し
い
瞬
間
感
に
欲
ぼ
る
と
失
敗
固
め
て
き
た
足
下
を
が
っ
ち
幻
キ
1
プ
人
間
関
係
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
年

“

ず
る
。
し
て
お
く
乙
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
だ
け
に
敵
を
作
ら
ね
こ
と
が
大
切
@
勝

あ

る

つ

。

負

事

や

投

資

に

綾

も

多

い

が

、

ツ

キ

は

…

竹

下

景

子

…

虫

そ

り

座

(

昭

和

お

年

日

月

時

日

生

c
gフス。

ま
れ
)
の
こ
と
し
は
金
遂
の
影
轡
が
強

ど
フ
も
恋
愛
速
に
見
放
さ
れ
た
感
じ
〈
作
用
し
、
愛
情
の
あ
芸
に
さ
ま
ざ
…
栗
原
小
巻
…
求
。
で
も
悲
観
す
る
必
裂
は
な
い
。

で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
異
性
に
緩
ま
な
彩
を
投
げ
か
ゆ
て
く
る
。
今
ま
で
…
:
:
j
i
-
-
i
j
j
i
-
-
…
時
間
が
主
守
解
決
し
て
く
れ
る
の
で

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
縁
が
あ
っ
て
主
依
性
の
あ
る
愛
を
貫
い
て
き
た
あ
な
あ
な
た
の
速
は
こ
と
し
か
ら
上
向
き
心
配
は
な
い
。

も
あ
ま
D
良
い
縁
で
は
な
い
と
い
う
こ
た
に
と
っ
て
は
、
結
婚
、
婚
約
な
ど
と
に
な
っ
て
い
る
。
働
く
意
欲
は
盛
ん
だ
銀
D
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
あ
な
た
に

と

だ

。

一

応

の

穫

年

で

あ

る

。

が

、

無

駄

も

多

い

の

で

気

を

つ

け

る

こ

卒

フ

ゃ

く

力

強

い

協

力

者

も

現

お

れ

か

現

在

、

噂

に

な

っ

て

い

る

相

手

と

ど

社

交

薗

活

発

で

、

い

ろ

ん

な

付

き

合

と

。

け

て

い

る

。

う
こ
う
い
う
の
で
は
な
い
が
、
昭
和
お
い
も
ふ
え
る
が
、
約
束
は
キ
仮
面
に
守
年
明
け
て
間
も
な
く
、
身
の
回
D
に
加
紫
火
星
(
昭
和

ω年
2
月
M
日
生

年
9
月
日
日
生
ま
れ
と
い
内
手
か
ら
判
っ
て
い
く
と
い
い
。
人
柄
の
よ
さ
を
利
変
化
が
習
中
や
す
い
。
と
〈
に
改
造
、
ま
れ
)
の
人
は
、
一
一
カ
月
ぐ
ら
い
、
金

断
し
て
、
運
扮
は
低
下
、
出
費
が
か
さ
用
し
よ
う
今
と
近
づ
い
て
〈
る
人
物
に
は
転
居
な
ど
。
物
事
に
あ
た
る
と
き
、
自
銭
問
題
、
病
気
な
ど
の
悩
み
事
が
起
き

み
、
健
康
も
あ
卓
於
U
よ
〈
な
い
と
、
悪
用
心
す
る
こ
と
。
分
の
考
え
ど
お
り
に
や
っ
て
い
い
。
ま
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
春
先
に
な
る
と

い
運
勢
に
あ
る
。
仕
事
は
ピ
ジ
永
ス
オ
ン
リ
ー
に
打
ち
た
、
親
し
い
他
人
か
ら
の
助
言
も
ヒ
ン
よ
く
な
る
。
谷
は
深
い
ほ
ど
、
つ
ぎ
の

し
か
も
、
心
は
ず
む
自
と
憂
う
つ
な
込
む
ζ
と
。
そ
れ
が
あ
な
た
の

評

価

を

ト

に

な

る

は

ず

.

山

は

高

い

ζ
と
に
希
望
を
つ
な
い
で
い

日
が
交
互
に
訪
れ
る
。
起
伏
に

g
ん
だ
倍
加
さ
せ
る
。
新
し
い
企
画
や
事
業
に
奥
性
問
は
相
手
が
か
な
D
積
極
的
に
け
る
。

動
き
の
激
し
い
年
。
そ
れ
だ
け
に
、
周
意
欲
を
燃
や
し
て
ほ
し
い
時
期
で
も
あ
あ
る
。
何
時
的
な
憾
に
押
し
流
さ
れ
ぬ
デ
l
ト
は
偶
数
日
が
よ
hu
た
の
し
い

聞
の
変
化
に
援
D
回
さ
れ
ぬ
冷
替
口
が
る
。
大
役
が
ま
の
っ
て
く
る
乙
と
も
あ
自
制
心
が
必
襲
。

必

仕
事
、
恋
変
と
い
っ
た
爽
渉
開
申
や
折
衝

た

い

せ

つ

。

る

。

せ

め

事

去

年

一

年

間

待

ち

続

け

て

き

は

衡

を

労

せ

ず

生

地

の

ま

ま

で

体

当

hu

い
た
ζ
と
が
パ
レ
た
り
す
る
の
で
、
そ

の
へ
ん
は
注
意
を
。

愛
情
閲
題
は
、
あ
な
た
の
出
現
を
待

ち
受
け
て
い
る
男
性
が
必
ず
い
る
。
お

ひ
つ
じ
盛
〈
昭
和
初
年
4
身
白
生
ま

れ
)
の
恋
愛
速
は
去
年
の
磁
れ
の
十
一

月
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
も
し
バ
恋

人
が
い
る
の
な
ら
、
あ
な
た
の
方
か
ら

愛
の
告
白
を
。
ク
イ
パ
ル
の
動
量
品
川
活

発
に
な
る
か
ら
。

経
済
的
に
は
、
さ
ら
に
好
転
す
る
。

し
か
し
、
油
断
す
る
と
物
入
D
時
に
頭

を
か
か
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い

の
で
気
を
配
つ
で
お
〈
こ
と
。
そ
れ
に

畿
理
を
欠
く
と
と
の
な
い
さ
つ
に
。

仕
事
窃
は
活
発
だ
が
、
予
期
せ
ぬ
状

祝
変
化
が
起
き
や
す
い
。
例
え
ば
、
他

人
寧
に
う
っ
か
灼
一
首
を
突
っ
込
み
、
の

つ
ぴ
き
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
h
あ。

健
康
面
で
は
、
ま
ず
卓
子
大
過
な
〈

一
年
が
送
れ
そ
う
。

以
上
、
人
気
タ
レ
ン
ト
七
人
の
ζ
と

し
は
、
辛
子
ま
ず
平
額
。
当
た
る
も
八

掛
、
当
た
ら
ぬ
も
八
掛
な
ど
と
思
わ
ず

自
分
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
る
と
な

る
ほ
ど
、
と
買
っ
ゑ
ず
け
る
今
年
に
な
る

だ
ろ
う
。

旅.それは出会いであり、驚きであk新しい自分自身の発見で

あるとも、えないでしょうカ」初めて触れた自然、.初めて触れた

事物、初めて触れた人情.tんなものにふ私たちは r学び
の出発Jの糸口を見いだすこkができます.見つけてみません

念、あなたのr学びの出発」を.学びの出発

1915年生まれ.東京大学文学部卒業.専

攻中国話.元東京大学文学自E教授.現在
恩稲田大学客員歓授.著書としてJ中国
符入門J(大学.林}、「申園径数本J0't主主
館}、「漢字の起源J(徳附寄宿}、「中国名

富集J(朝日新聞社人 「武の漢字、文の漢

字J(徳間嘗庖}など.

E量産翠霊室liI置
あなたも学びの出発へ一一一
著名宜化人・知圏直人骨思舗に週以コ本セミナー11.4!搾
4月以来‘すでに全国105郷市で開備され、ご鮮評をい
たt:~いてお・りました. 本'H畿日τ開催してまいります.
セミナーtこ，.付るご暗貨や釘r，聞い告bぜをお待ちしてお
静ます.
・三井教餐セミナー鶴演轟(t肩書判}が出来ました.ご

希望の方1:. 郵送料~Lτ切手140円舟問討の上.下
総までお申Lこみ〈だきい.

三井教養セミナー事務局

雫E思ゅ語|三持扮定|

というふうに考えているいろいろな

特色、これは殆んど江戸時代のもの

である。例えば、日本人はあまD理
論的でなくて、どちらかというと情

緒的であると患っている。実は乙れ

は江戸時代の日本人のイメージであ

p、本来の日本人はそんなζ とでは

なかった
例えば、室田了時代の宣教師が書き

残している言葉によると、当時の日

本人が何より大事にしたのは、理性

という乙とである。当時日本人が要

ロをいう時、がんこな人が一番いけ

ない。その次にいけないのは、澄ま

ぬ人、つまり、頭が澄んでない人、

濁っている人といっている。これら

は理性的でない人のことである。

ζのように、経験と伝統を持った

上に、乙ういう安全弁があるのだか

ら、日本人はこれからの国際化社会

の申でうま〈やっていける可能性が

十分あるのではないかと思う。

ヨーロvパを中心に欧米諸国はい
ま経済的に大変問題を抱えている。

ところが、日本はかなPうまくいっ
ているというζとで、いろいろやっ

かみ半分の批評も出ている。外国か

らガミガミと惑口を言われると、少

し自信も失いがちになるが、自分に

ついて鋭く反省し、将来を正しく決

めてい〈というζ とは、いつのt立に

も大事な乙とだけど、常に事惣とい

うものを冷静に多方面から眺めて、

わきまえていくというととがもっと

大切である。

非興産をうけたからといって、自分

の持っている良いものまで捨ててし

まっては、元も子もない.まあ、そ

ういう立場から、今の事癒を正確に

見極めていとうではありませんか.

山崎正和民

京都大学文学部事。米国エーfレ大学
留学。現在大阪大学教担置。劇作家、

評論家として話題。

ナーミ三井教養セ
く松本会場〉

一一山崎正和氏の講演要旨

となった。

まず、 ζれはnt士を申心に広がっ
たが、やがて利休の頃になると宮中

にも広がる。それと同僚に、一般民

衆の方にも、アッ トいう聞に広がっ

た。豊富秀吉が利休と組んで、京都

の北野の郊外でお茶会を催したこと

がある。これは一種の国家的行事で

あって、町々に筏札を立て〉人を鎮

める。老若男女、貧富を関わず、お

茶の業の買えない者は、変ζ がしを

お湯で溶いて、あたかもお茶である

かのようにやればよいといったふう

に、北野の郊外に何万という人が集

ったと言われている。

もう一方、文学については、室町

時代に連歌というのが流行した。 ζ

れもまた、民士はもちろん、公家た

ちも興じて、大変笑しい言葉だが、

rmのもとの連歌会Jといのが普及
した。諸外国の場合と比較すると、

驚〈乙とばかPで、だいたい西洋の
音楽にしても文学にしても、 16世E
ぐらいの段階では、本当に}霊童りの

人たちしか楽んでいない。

乙ういう2つの条件、経済的豊か
さと、情報の平等さ、乙の2つの条
件が満たされたのであるが、まだも

うlつ大切なζ とがある.価値観の
多稼性、ものの考え方の多線住とい

うことである。

私たち1Jf、普通に、伝統的日本人

をさせる。そしてなにを著書てきたか、

主主宇んと記録をとる。

その名残りが、日本の軍配の中に

残っていると学者は言う。戦争が始

まるという時に、 「なんの畿がし、

その臼のいでたちは………・・づと、

長々と者ているものの絡が書いであ

る。あんなおかしなことはない.こ

れから人殺しをしようという時に、

「着ているものはJと・いである。
そういう乙とになったのは、いま申

し上げたような軍軍備があったからで

ある。

二番目にもっと大事な乙とは、知

殺とか慾味とか、教養といったもの

が、回本では非常に古くから平等だ

ったという ζ とである.愛国了時代に

はずでに f往来物j という出版物が

あって、どんなお百姓さんでも、文

字を・〈乙とを習った。 r往来物J
というのは突は手紙の書き方策で、

それを践むと手紙の・き方がわかる

し、字の書き方がわかる.江戸時代

に入ると、寺子屋が普及する.

それから、もっと人間生活にとっ

て、一見大事でないように見えて大

事なのは、竃量味である.伊jえば、f茶
道J、 I茶の湯jというものは室即
時代に生れた.もともと中国から入

って来て、得のお坊さんが fお茶J
の定豊島をつ<!J始めたわけで、それ

がやがて銀立して一種の社変の儀式

非常に大ざっぱに言 うと、日本は

ほぼ5百年にわたって、大衆化の道
を歩んできた.

まず経済問題だが、なるほど普の

時代だから、日本にも階層があった

もちろん大名がおりた〈さんの農民

は貧乏だった。しかしその度合い、

という乙とになると、西洋とは比較

にならない。それは何故かというと

だいだい窟の集中が行われていない

からである。西洋の場合、例えば1
人の貴族がいると、一兵革から将軍

に至るまでの兵隊たちを雇って、制

限を着せた自分の軍隊をもっ。ピラ

ミッド型の社会を受配する。

もちろん、日本だって、全体とし

てはピラミッド型ができていたが、

その支配の方法は、一番地位の上の

人が次の地位の人にかなりの程度に

権限を委鎮した。わかり易〈言うと

土地を初めから分けて与えてしまう

.だから大名がいて、その下に何人

かの重役たちがいるが、その豊臣老た

ちは、それぞれ自分の小さな土地を

もっている。そのまた下の家来に、

自分の土地のー告自を分けてやるとい

う具合だから、一手に富が集中する

のではな〈て、順番に縫限もお金も

王f:J方に慣られていく。

一つの面白いあらわれは、日本の

室町時代の兵隊さん.つまりお侍は

制限というものを着ていなかった.

西洋の軍隊を見ると、みんな同じよ

うな軍慰を着て、それが近代の軍隊

の基鍵になっている.当時の日本の

侍は少しづっ遣う格好をしていた。

お金をもらって自分で~様弾薬を調
達して戦場に行くことになっていた

からである.

だから、中には頭い人がいて、給

斜をち干んとE買っていながら、それ
に見合った服装をして来ない人がい

るわけで、食べたり、飲んだりして

しまい、民総や弾薬は安いのですま

してしまう.それを防ぐために点呼

藤

弘


